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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

昇
格
、
差
額
賃
金
を
認
め
、
1
5年
ぶ
り
に
解
決

2
1世
紀
へ
の
頑
丈
な
橋
に

働
く
女
性
た
ち
に
大
き
な
励
み

Ｔ
ズ
性
と

卜
う
だ
け
で

、
べ
廿
こ
ん
な
匸

差
別
さ
れ
な
け

れ
ば
几

白

壮

祐

か
こ

セ

言
用
金
庫
で
働

く
旧
人
・内・

女
性

が
、
囗

金
庫
を
柑
手
取
气

・男
性
七
同

蝉
の

地
位
匚

あ
る
こ
こ

ら
俚
認
匕

差
言
貫
金
な
ど
の
支
払

卜
令
子

め
た

訴
か

が
2
4囗

、
阻

昌
裁
第
２

法
廷
（
梶
谷

玄
放
刊

長
）
で

和
解
し
仁

内
行

け
、
出
期
㈹
利
決
と
卜
か
お
る
高

銀
判

決
と

ば
ぼ
冂
仟

捉
訴
か
ら
1
5年
４
ヵ
月

、
や
っ
と
だ
た
か
卜
匚
終
よ

符
か

打
訖
利
仁

和
解
内
容
け

、
言

金
は
、

在
職
者
６
人
（

１
・
２

審
と

ち
昇
格

が
認
め

心
打

な
か

っ

た
Ｉ

人

を
除

く
）
を

誅
長
職

口

昇
格
さ
せ
る

。
す
で
に

定

年
退
職
し
て

卜
る
６

人
口
つ

卜
で

は

、
退
職
時
に
お

卜
て

課
長
職
に
昇
格
し
仁
こ
と

を

認
め
る

。
和
解
金
（

差

額
賃

金
・
慰
謝
料
・
弁
護
上
北
川

な
ど
）
約
２

億
2
3
0
0

万

冂
を
支
払

う
。
罔
助
四

男
性

加
舎

貝
昇
格
し
て

卜
な
卜
こ

と
を
理
由
匸
Ｉ
・
２

審
で

も

昇
格
か
認
め

ら
れ

な
か
っ
た

呈

∵

幀
松
謳
美

枝
さ
ん
匚

つ

卜
で

は

、
「
踝

長
職
昇
格

試
験
か
優

験
一
卞
る
こ
こ

に

圭

二

匸
万

桁
守

谷
ヱ
皿

く
と

卜

う
ち
の

。

大

卜

二
四
和

解
匚

、
不

当
労
働
行
為

敍
済
命
令
（
天

性
組
合
員
昇

格
差
回

四

耿

０

酒
し
卆
玉

め
た
行

政
訴

訟

①
原

大〔

八

信

用

金
庫

従

業

尚

更
1
1‐
｡
1

七

呪

性

組

尚

尚

々

∧

か

参

加

し

、

一
括

和
解

。

男

性

丿
∧

气

佰

松

さ
ん

囗

顯

の

対

言
で

踝

長

職

价
の

道

を

開

く

半

を
こ

ぬ

心

和

解

饑

京

告

と

介

護

回

泉

七

三

三

曾

真
）
、

「
毋
開
削

心
高
址
万
邦
三

回

、
⑤

べ
戴
匸

万
和
解
匸
よ

レ
不
仁
心
七
言

言

上

談
判
几
①
仁

」
’－“　 ” ノ

■ ■ 丶 ■㎜ 　 ■
一 一 一

こ

れ

ま

で

の

経

緯

「
昇
進
・

昇
格

・
賃
金
で

男
女
差
別
か
お
る
」
と

、

芝
信
金
従
組
の
女

性
!
3人
が

、
芝
信
用
金
庫
を
相
手
取

辷

、
差
別
の
是
正

を
求
め
て
↓

９
８

７
年
６
月

、
東
京

‐‐

。
地
裁
に
控
訴

。

｛
　

Ｉ

審
の
東

京
地

裁
は
、
星

冒

名

毎

年
退
職
者
１

・

⊇

と
ヽ

饋
も
若
い

植
松
さ
ん
を
除
く
｝
が
「
課
長
職
の

Ｉ

･ ･ ･ I
皿
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地
位
に
あ
る
こ
と
」

を
認

め
、
差
額
賃
金
の
支
払
い

を

‐ ‐

命
じ

た

。
女

性

差
別
（
昇

格

賃
金
）

事
件
で

は

初
め

。

て

、
昇
格
し
た
地

位
の

薗
認
を
認
め
た
画
期
的
な
判
決

［

た
っ
た
。
２

審
の

東
京
高
裁
判
決
は

、
さ
ら
匚
丗
］期
的

・

で

地
位
確
認

を
そ
の

ま
ま

維
持
し

、
盖
顕
行
金
の
ほ
か
｛

匚
Ｉ

審
で
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
慰
謝
料
及

び
弁
護
士

一

穴
用

の
支
払
い
も
認

め
た

。

―
審
が

、
被
告
に
お
け
る

・

労
使
慣
行
を

前
提
と
し
た
の

に
対
し

、
一咼
裁
判
決
は

、

’一

「
使
用
者
は

労
働

契
約
に

お
い
て

、
人
格
を
有
す
る
男

‐‐

谷

を

能
力
に

応
じ

処
遇

面
に

お
い
て

平

等
に

燈

っ
義

（

）
務
」
が
あ
る
こ
と

を
明

言
し

、
労
基
法
の
均
等
待
遇
傘

・

乙
３

条
）
、男
女
同
一
賃

金
（

第
４

条
）
と
就
業
規
則
を
引

而

し

、
差
別
を
違
法

・
無
効
と
し

た
。
さ
ら
に
「
差
別

（

を
根
幹
か
ら
解
消
し

な
け

れ
ば
、
男
女
間
の
行
金
格
差

冂 章 」 中 扉の行 為 』

Ｔ

Ｌ
Ｏ

の
子
ど

も
の
人

身

売

買
（

ト

ラ

フ

ィ

ッ

キ

ン

乙

に
関
す
る
最

新
の

報
告

書
『
人
の
心
に
耐
え

が
た
い

行
為
　

子
ど
も
の
人

身
売
買

を
な
く
す
た
め
の
行
動

』
の

日

杢
語
訳

が
で

弌

そ
の

発

表
が
行
わ
れ
た
（
2
1
日

、
東

京
・
Ｕ
Ｎ
（

ウ
ニ

。

同
報
告
書
は

、
子
ど
も
の

人
身
売
買
を
7
0万
人
か
ら
４

０
０
万

人

と

推

定

し
て

い

る
。
国
境
を
越
え

、
貧
し
い

国
か
ら
そ
れ
ほ
ど

貧
し

く
な

い

国
へ
。
労
働
者
と
し
て

売

買
さ
れ

、
買
春
ポ
ル
ノ

な
ど

に
使
わ
れ
る

。
家
事
サ

ー
ビ

ス

労
働
や

、
路
卜
の
物

乞
卜

な
ど
に
使
わ
れ
る
場
合

も
あ

る
。
メ
ー
ル

オ
ー
ク

①

化
嫁

卜゙ ご'－ こ ー ．=一卜 － ご.－ ン

は
将
来
も
継
続
す
る

ご
と
に

な
り

、
退
職
金
や
年
金
圭

で

も
影
管
が
及
ぶ

」
と
し

、
労
基
法
第
1
3条

、
9
3条
に

よ

っ
て

、
昇
格
し
た
地

位
を
認
め
る
と
し

た
。

な
ど
も
あ
る

。
ア
フ
リ

カ
な

ど
武
力
紛
争
の
中
で

、
政
府

・
反
政
府
武
装
勢
力
の
双

方

が
、
子
ど
も
を
誘
拐

、
強
制

労
働
さ
せ
て

い
る
な
ど
の

例

も

見

ら

れ

る

。
女

児

の

場

合
、
男
兄
よ
り
多
く
性

的
性

搾
取
に
あ
っ
て

卜
る

。

辷

マ
フ

ィ
ッ
キ
ン

グ
に

無

照
纈
な
旧
は
な
卜
と
さ

九

口

本
は

、
1
5万
人

穴

卜

半

－一一 一 一一 一

女
性
が
性
産
業
に
携
わ
り
・
、

1
8歳
未
満
の
少
女
が
含
ま
れ

て
い

る
可
能
性
が
高
い

、
と

記
述
さ
れ
て

い
る
。

人
身
売
買
と
の
今
後
の
闘

い
と
し
て

、Ｔ
Ｌ
Ｏ

は
、
さ
ま

ざ
ま

な
分
野
の
協
力
で

包
括

的
ブ
ロ
ヶ
ラ

厶
を
組
廿
計
画

だ
。
す
で

に
ネ
パ
ー
ル

、
ダ
ン

プ

テ

、
エ
ル

サ
ル

バ
ド
ル

な
ど
で

は
、
撤
廃
の

た
め
期

限
付
き
囗
標
卆
足

め
、
国
家

計
出
で

取
り
紕
ん
匸

卜
る

。

発
表
を
行
っ
た
帽
内
光
ド

ー
Ｌ
Ｏ

駐
日

代
衣
、
ア
ン
・

夕

匸

う
Ｌ

ア
メ
リ

カ
人
使

7
0万
人
か
ら
椢
万
人
の
被
害
者
の
実
態
調
査

七

一

゛⊃

クり

大
汗

よ

仁
四
雌
必

匸
・
と

か
、
値
松
が
言

千

る
二
と

て
よ
⊇

☆

白

土

斗

特

開
か
参

三

弁
護
匸

。

坂
本
福
子
弁
千

言

Ｔ
ズ

忖
仁

二
二

塵

首

ノ
匸

・

①
結
婚
退
職
川
啓

簾

効

七

匸

」
Ｏ

①

犬

才

っ

二

千

三

仁

匸

二

言

二

言

、
）
七

つ

佰

万

言

祐

二

三

・
匸

二

雇

广

ま

Ｌ

Ｏ

粂

七

二

言

ニ

ザ

万

砲

行

二

白

匸

ぼ

言

叉

言

ご

重

才

万

万

条

竹

寸

尺

大

言

言

男

ゲ

卞

崕

子

爪

め

る

入

三

作

匸

几

土

入

匸

⊃

仁

卜

勹

乱

千

匡

足

二
二

言

言

う

／

い
Ｉ

丿 一

う

夕

］

匸

快

言

言

今

今

二

言

言

す

る

▽

言

言

、
广

咋

言

言

万

言

二

回

。几

ミ
　

①

千

百

匸

①

一
千

万

七

才

七

三

卜
匸

二

卜
白

つ

ヱ

’‥】
’
、

｀
。ｙ

に

言

竹

）
仁

卜

匸

二

二

≒

あ

⊃

ヶ

匸

謁

ト

ノ

言

言

ニ

ト

ニ
ハ

万

円

匸

三

卜

千

万

叩

太

言

言

气

今

口

入

札

解

二

、

匸

力

半

一

回

、
言

几

嘩

人
言

卜

辺

二

卜

剴

士

千

別

⊇

號

方

子

寸

二

子

爪

仁

二

二

白

匸

き

、

言

三

仁

崕

、
）
子

犬

匸

）
上

上

。

毒

戸

抜

っ

こ

欲

し

匸

匸

ソ
匸
匸

卜

⊇

聯
一
几

隍
言

⑤
匸

毒
匸
三
且

七

几

岼
こ
う
今

言
二

言

①

言
三
言
言
「

石
言

言

壮
言

干

几
二

言
言

二

千
二

言
」

几

匸

心
二
⑤
言
匸

牛

⑤

重
づ
ノ
匸

匸

る
。

野
村
証
券
男
女
差
別
裁
匂

三

∵

沛
　

和
子
厂
宀
圧

元

世
紀
の
初

碧

言
Ｔ

れ
た
男
女
平
等
の
甼

言

幸

⑤

土

ブ

匸
言

七

⊃

レ

し

か
↓
三

千

不

二

乍
二
子

匸
へ
≒
勺
．

厂
匸

匸

匸

匸

三

匸

言

牛

ぺ
二

言

ぺ

⊃

○

千

七

言

言

ン

ニ

二

千

ザ

ン

ニ

ニ

ス

ソ

ニ

よ

！
　

乍

千

二

回

卜

．‥
．

’

七

卜

・
匸

厂

ヘ

ー
…

…
…

ｙ
一
一

万
一
一
一
、・
・

ヽ
一

¨
”

］、
’゙
｛

Ｊ

二

九

二

三

匸

よ

言

卜

二

又

了

二

①

匸
匸

三

千

千
二
つ

勹
二

∧
匸
二

白
匸
二
つ
］
咋
二
匸

レ

ー

上

ノ

レ

ナ

ー

上

二

匸

、

し

厂

①

）

」
匸

匸

ｙｙ

四
」い

’

。
。

’‘ 一

”

）
』ｆ一

よ

二

二

半

☆

①

三

谷

ヰ

ド

寸

九

匸

覧

仁

ノ

ト

こ

广

口

个

三

寸

万

七

匸

三

白

⊃

垂

心

万

二

・
士

ブ

ブ

匸

ノ

匸

匸

匸

了

九

厂

言

↓
千

丁

二

号

二

言

了

二

三

バ

レ

ーＪ
。’“ 一
一」
。一｛

①

冬

二

に

回

ｙ

爪

い
う
へ

し’ 一

一
一一一
。‘ ぺ

づ（

Ｊ

ソ

、
言

三

七

言

二

篩

⑤

斜

今

二

广

言

し

千

二
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万

二

卞

る

よ

う

こ

匸

寸

匸

。
二

⑤

匸

匸

…

…

…

ｙ

゛

】
’

、

｀
・
｛

‘
ノ

、‥

づ

‘゙
し

‥
１

。

▼

上

士

牡

牛

二

言

三

二

寸

二

六

万

上

三

三

回

二

二

三

二

言

ニ

ソ

匸

言

今

了

三

ブ

ノ

言

言

九

泉

ゲ

ノ

言

⑤

岼

・
匸

⊃

∧

づ

三

言

九

万

二

十

口

匸

口

三

匸

匸

卜

る

、

二

七

ゾ

貢

言

言

冫

▼

二

回

三

三

二

三

衣

ブ

三

三

气

耳

霞

二

三

匸

二

七

二

言

卜

七

二

足

元

三

ソ

ニ

ー

大

い

に

‥

Ｊ｛
に

ヘ

ー
ベ

ー
一
一
一

万
｛

一
｝
ヘ

ー

’
｛
一
一

’ 一

戸

一
了

・
‐
’ｙ 「

Ｊ

．
。

」
’ （

万

一
｛

｝

‘
こ

い
‘｛

。 ｛

。
‘

い

づ

Ｊ ．
｝”
・

‘
に

言

⊇

丁

賍

匸

匸

谷

る

。

⑤

善

言

］

毒

七

上

卜

つ

言

言

袒

二

言

乍

万

・
石

子

つ

た

▼

多

二

二

白

牟

へ

⊃

乙

言

言

毋

几

、

仟

づ

ド

、

仁

つ

二

言

匸

三

白

つ

厂

二

二

千

巳

仁

古

九

谷

二

さ

七

多

粽

崕

こ

・
二

言

六

今

▼

言

言

方

言

言

言

麦

う

づ

⊃

百

①

言

士

う

几

曾

三

ヰ

犬

千

嵒

毒

三

亘

尚

匸

寸

匸

つ

う

二

白

八

つ

私

学

言

二

言

浪

士

、

つ

ノ

ヨ

、

・
一

い

・

・

戸

一

’
。
へ

｛

｝
・

ご｛

一

｝
う

Ｉ｝
一
｛
｛

一

。

ゝ
。

寸

匸

幵

辷

一

る

土

佐

犬

二

百

回

匸

な

匸

め

参

士

る

二

言
　

▼

三

言

乱

刧

手

つ

ゴ

言

言

‐
べ

言

言

弌

牛

よ

衣

言

し

つ

こ

め

①

も

○
白
参
三
卜

諧
通
○
心

回
ニ
ト
ろ
二

二
Ａ
言

ブ
一 一

言

ケ

ビ

ン
晉
二

、
上

回
七

言

判

こ

、
⑤
三

言

る
・こ

二

謳

毒

匸

あ
る
士
言

づ
女

言

早
く
・ヤ

⑤
つ
几

≧
参

っ

衣
毋

丑

⑤

ド

全国不登校新聞社
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環

境

の
整

備

を

し

よ

う

／
・

総
合
的
な
情
報
提
供
を
望
む

岬
囗
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画

会
議
・
基
本
問
題

守
門

調

査

会
（

岩

男

壽

美

子

会

長
）
の
『
女
性
の
チ

ャ
レ
ン

ジ
支
援
策
匚

つ
い
て

』
の
中

間
報
告
が
行
わ
れ
た

。

女

性
の
チ

ャ
レ

ン

ジ
支

援

は
、
小
泉
首
相
か
ら
検
討
の

指
示

が
あ
っ
た
も
の
で

、
今

回
の

中
間
ま
と
め
は

、
経

済

分
野

、
農
林
水
産
分
野
に
お

け
る

支
援
策
が
中
心

。
最

終

的
な
報
告
は
年
度
末

を
予

定

し
て
い

る
。

チ

ャ
レ

ン
ジ
の
基

本
的

な

館
労
働
参
事
官
に
対
し

、
参

加
者
か

ら
盛
ん
に
質

問
、
意

見
が
飛
ん
だ
。

堀

内
代
表
は
、
推
定
の
数

に
つ
い
て

「
7
0万
か
ら
４
０

０
万

人
と
い
う
と
幅

が
広

す

ぎ
る
よ

う
だ
が
、
そ
れ
だ
け

子

ど

も
の

人

身

売
買

は

隠

れ

、
実
態
が
つ

か
み

難
い

問

頸
と

卜
う
こ

と
」
と
い

う
。

臓
器
移
植
に
子
ど
も
の

臓

器

が
売
ら
牡
匸

い
る
と
卜

う

質

問
が
出
た
⊃

ノ
フ
方
ニ
ス

タ
ン
の

ヰ
ど
も
の
臓
器

が
、

ビ
（

イ
で

売
ら
れ
て

卜
る
と

ビ

フ
謡
を
し

ご
Ｘ
Ｇ

Ｏ
万
人

も
。
戸

ど

も

の

臓

グ

ブ
い

は

、
絶
対
に
あ
る
と
レ
ハ
ハ

考
え
と
し
て

、
「
上
≒
横

」

「
戸

」
の
３
種

。

匸

」
へ
の
垂
直
型
チ

ャ

レ

ン
ジ
は

、
女
性

が
企
業

な

ど
の

方
針
決
定
過
程
回
参
出

し

、
卜
遐
的
な
立
場

を
担

っ

て

卜
く
、
「
。歸

Ｔ
の
水
平
型

は
、
勹
ま
で

女
性
の
活
躍

が

少
な
か
っ
た
分
野

、
例
え

ば

起
業
、
技
術
弌

建
鯛

運

送
、
弁
護
十

、
会
計
士
な

ど

に

活
躍
の
場
を
広

げ
る
こ
と

を
目
指
し

、
「
再
」
は

、
子

育
て

や
介
護
な
ど
で
い

っ
た

ん
就
業
を
中
断
し

た
女
性

が

な
が

ら
、
「
圭

だ
確

実

な

数

を
つ

か
ん
で

卜
な
い
辻
ア
フ

ガ
ニ
ス

タ
ン

に
つ
い
て
は

、

調

査
が
必
要
と

語

っ
た

。

囗

本
の

実
情
に
つ
い
て

、

カ
ン

づ

フ
さ
ん
は

『
ア

シ
ア

カ
女
性
が
口
本
を
経
由
し
匸

他
国
匚

売
ら
れ
て

卜
る
匸

』

う
し

た
場
心

、
彼
にズ
ら
は
被

宵
昔
で

な
く

、
犯
罪
者
と
し

て

扱
八

九
匸

卜
る

。
問
題

が

あ
る
」
と
卜

う
。

堀

内
代
衣
は
、
二

力
報

片

会
を
第

。
歩
匸
二

元

か

ら

し

つ
フ

。－
ノ

卞
ノ
ク
の
叩

題

匚

勹
卜
匸

万

般
関
谷

ぜ
ち

っ
と

深
め
る
よ
う
活
付
し
訖

卜
と
ま
匸

匸

ト
ト
≒

聨
言

ニ

ン
フ

し
や
す
卜

頽

境
の
稘
㈲
を
す
る
こ
と

。

具

体

的
な

支

援

策

と

し

て

、
小

个

了
了

ア
ク

シ

ョ
ン
の

積
極
推
進

。
地
方
公

共
団

体
の

入
札
参
加
登
録
の

審
査
項
目
匸

男
女
共
同
剪
画

の

推
進
状
況
を
加
え
る
。
起

業
匸

対

す
る

交
援

蓉

四

充

実
、
総
合
㈹
な
情
報
提
供

、

女

性
役
員
確
保
の
た
め
の
∧

サ

ア
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築

。

女

性
起
業
へ

の
行
政
支
援

、

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
税
制
の
認
定

要

件
の
三

旦
し

。
女
子

学
生

・
生
徒
万

就
職

支
援
強
化

を

す
る
た
め

、
関

係
慨
関
の
連

携
の
促

典

多
様
な
傲
岸
万

四

選
択

肢
と
し
て

、
有
期
労

働
契
約

、
裁
量

労
働
制
な
ど

の
見
直
し
二
平
チ

ャ
レ

ン
ゾ

匸

悦

パ
ー
ト

タ
イ
ム

労
働

者
と
フ
ル

タ
イ
ム
正

社
員

①

均
衡
処
遇
の
ル

ール

の

検
討

や
再
教
育
・
訓

練
の

充
実
。

年
片

に
か
か
ぬ
り

な
く
傲
け

る
社
会

、
例
え

快

年
齢
制

限

を
行

う
企
業
に

理
出

説
明

を
義
務
付
け
七
八

禁
止
立

法

を
検
討

す
る

、
蔭

言

農
林
水

産
分
野
で
は

、
農

ニ
ュ
ー
ス

／
｀
り
つ
ぷ

・

モ

ス
ク
ワ

で

劇
場
占

拠
テ

囗
　

制

圧
で
死

者
１

１
７

人

モ

ス

ク
ワ
で

ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル

レ

映
中

の
堊
場

を
千

二
千

斤
ノ

人
四

武

装
ケ
ル

ト

フ
か
占

拠

、

2
4囗

、
観
客

を
人
質

に

。
特
殊

部

隊
加
判

圧
し

た

が
（
2
8
旦

行

旅

万

ス

匸
《

円

も

多

数

死

匸

、
玉

体
。

・

家

族
含

め
永

住
帰
国

へ

北
仞

鮮
に
よ

る

价
欸
不

仲
陂

肖

占
の
帰

出

幽
題

七
つ

卜
匸

冢

啓

災

卜
め
毋
汗

悩
旧

草
余

め
る

言

針
言

囗
椙
か

㈹

弓
白

仟
（
２１

囗

衆
辻
工

員

⑤

―
　
　
　

丶

・

石
井

議

員
刺

さ
れ
死

亡

に
旱
に
三

夕

‥）
几
糺

卜

言

友
か

パ
柚
匹

に
仰
言

万

有

牝
匸

（

巧

且

。
・

竺

補

選
、

与
党
５

勝

衆
参
両

院
７

選
挙
区

の

統

」

補

選
（
2
7
日
投

開
票

）
で

与
党

３

党
の

統
一
候

補

が
５

選

埜
区

匸

勝
利

。
全

選
挙
区
匸

過

去
最

低
の

投
票

言

言

回
路
九
？

・

セ

ク
（

ラ

処

分
重

す
ぎ
？

愛
知
人
四
・
叫
仰
軟

妥
士

女
ド

学
士

匚
ヤ

ク

⊃

フ
七
戸

≪
米
圧
・

づ
月
圭
匸

講
義

白

っ
外
亡
衣

と

が

、
執

行
卜
寸

言

妨
町

上
不

卜

卜

地
獄
二

白
白
匸

、
口

地
以

よ

０
川

匸
汗

水

簾

七

白

匸

七

ヤ

①
う
言

仁
廿

に
よ

言

几

圭

二

①

衣
⑤

三

千

不

二
…

……｛

ゾ

ト

凵

匸

祐

回

京

卜

‐
匸

‰
5
0

管理的職業従事者に占 める女性の割合

0　　　10　　　20　　　30　　　40

カ ナ ダ

業
の
袒
卜
千
の
ら
蔗
か
女
性

匸

あ
旦

ソ
イ
ス

言

耳
失
足

へ

①
参
画
状
況
が

極
め
匸
低

卜
半
か
へ

参
画
へ
の

Ｉ
層

①
促
賜

韭
代
を
越
え

た
ネ

匸

う

Ｉ

ク
化
四
推
膳

近

代
的
な
鍵
業
亘

予

洗
人
化

の
韭

仟

食
の
安
全
・
⊇

心

言

昌

三

呉
村
女
仕
七
消
竹

ア メ リ カ

啓

二

二

言

皿

士

三

了

八

百

。

言

工

員

弌
　

丁

づ
二

。二

▽
ｙ

辷

土

石

侑

二

厂

三

万

仔

犬

言

芋

二

三

匸

ノ

七

卜
へ

ヽ
言

ｙ
、
ゝ

参

卜

一

白

二

二

九

圭

二

回

題

か

⑤

夕

言

か

っ

て

レ

ニ

ノ

ろ

プ

ノ

七

言

言

言

・
乙

∠

た

も

言

Ｔ

支

援

策

言

づ

っ

う

匸

す

る

ご

と

に

よ

二

卜

人

貢

今

牟

へ

。ｙ
一
ノ

’Ｊ
ヱ

ー
｛

三

一
’
一

進

め

七

卜

▽

二

亨

つ

。

ド イ ツ

ス ウ ニー－デ ン

日本

（

ツ
心替

が

・
・
・

庶
民
の
立
場
に
た
っ
て
ル
ポ
す
る
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
Ｄ
Ｄ

匸

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
　
毎
週
火
曜
日
2
5時
5
0分
～

こ
の
他
、
２
時
間
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
Ｂ
Ｓ
Ｉ
な
ど
に
も
制
作
。

現

代

セ

ン

タ

ー

代

去

吉
永
　

春

子

こ
の
人

が
腫
る
「
不

登
校
」
贊
茫
Ｔ

お
求
め
は
、
全
国
の
書
店
も
し
ぐ
は
当
社
ま
で

全ｉ 不登校新聞社／編
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謹

鑑

矧 糊購揚烈撒灘登
大
統
領
に
圧
力
を
〃

バ

1
バ

ラ
メもで

い
ま
、
リ
ー
議
員
は
フ

人

ッ
シ
ュ
大
統
領
が
着
々
進

-

め
て
い
る
イ
ラ
ク
に
対
す

リ

ー
議
員
が
呼
び

か
け

昨
年
9
月
11
日
テ
ロ
事
件

る
先
制
攻
撃
に
対
し
、
少

後
の
14
日
、
米
議
会
は
圧
倒

数
派
で
あ
る
こ
と
も
恐
れ

的
多
数
で
、

「テ
ロ
犯
人
に

ず
、
反
対
行
動
の
先
頭
に

対
す
る
軍
事
力
行
便
権
を
全

立
っ
て
い
る
。

面
的
に
大
統
領
に
委
任
す
る

9
月
19
日
、
リ
ー
議
員

決
議
」
を
可
決
し
た
。
そ
の

は
、

中
で
、
た
だ
1
人
反
対
し

た
の
が
ハ
ー
ハ
ラ

・
リ
ー

,

民
主
党
下
院
議
員
。
8
月

を

に
来
日
し
、
平
和
と
反
戦

ル

を
呼
び
か
け
る
講
演
で
、

一

多
く
の
人
々
に
行
動
へ
の

勇
気
を
与
え
た
。

あげよ う

「国
連
の
手
続
き
を

箪

兵
襲

問
題
の
馨

 経
て
、
イ
ラ
ク
に
国
連

紙

図
る
べ
き
で
、
米
単
独
の

安
全
保
障
理
事
会
の
決

手

先
制
軍
事
攻
撃
に
反
対
す

議
を
遵
守
さ
せ
、
ペ
ル

シ
ャ
湾
地
域
の
、
平
和

と
安
全
保
障
を
推
進
す
る

こ
と
の
重
要
駐
を
遵
守
し

て
い
る
と
い
う
米
議
会
の

認
識
を
示
す
侠
議
」
を
提

案
。内

容
は
、

「ア
メ
リ
カ

は
国
連
に
よ
る
兵
器
査
察

再
開
、
交
渉
、
調
査
、
調

停
、
地
域
協
定
、
そ
の
ほ

か
の
平
和
手
段
に
よ

っ

て
、
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊

る
」
と
い
う
も
の
。

対
イ
ラ
ク
単
独
・
先
制

攻
撃
を
認
め
る
政
府
侠
議
に

対
す
る
修
正
決
議
と
し
て
提

案
さ
れ
た
。
委
員
会
の
審
議

を
経
て
、
10
月
10
日
、
本
会

議
で
裁
決
さ
れ
、
賛
成
72
票

で
否
決
さ
れ
た
が
、

「私
が

融 陥
懸-
"

'''"ノ'1''"1'

些幽

叙
1"懸

陥 〃
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碧森中国一⑳1然1涌1信

昨 年9月11日 後 「報 復 戦 争 に反 対 す る 決 議 」 を 提 案 可 決 した ハ ー ク レー 市 議 会 の トナ

ス フ リ ノク 議 員(左)と ハ ー ハ ラ ・リー 下 院 議 員 ◎LcurenM{》ret

叢薪購
、

璽織
1縄 襲

＼網

瀞
、
働
奪

,

騨
葦

建

噸

毒

毒

溺

臼

毒
晦
㌶

た
だ
1
人
反
対
し
た
1
年
前

を
考
え
る
と
、
議
会
の
戦
争

反
対
派
は
ず
い
ぶ
ん
増
加
し

た
」
と
リ
ー
議
員
。

侠
議
に
は
、
共
和
党
議
員

も
1
票
を
投
じ
た
だ
け
で
な

く
、
リ
i
議
員
の
地
元
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
市
議
会
も
10
月
1

日
、
満
場

一
致
で
リ
ー
議
員

支
持
を
表
明
し
た
。
そ
こ
に

は
、

「戦
争
は
い
や
だ
」
と

い
う
市
民
の
声
の
高
ま
り
が

背
景
に
あ
る
。

一
方
、
米
議
会
は
10
月
10

日
、

「大
統
領
の
対
イ
ラ
ク

武
力
行
使
権
を
認
め
る
決

議
」
を
、
上
下
院
5
3
5
人

中
賛
成
3
7
3
人
で
可
決
。

何
時
で
も
、
大
統
領
の
手
で

戦
争
開
始
さ
れ
る
危
機
に
あ

る
。リ

ー
議
員
は
、

「フ
ソ
シ

ュ
大
統
領
は
、
来
年
の
1
月

ま
で
に
行
動
を
起
こ
す
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
す
べ
き
こ
と

は
、
手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
話
、
メ
ー
ル
、
街
頭
行
動

な
ど
で
、
粘
り
強
く
反
対
の

意
思
を
示
す
こ
と
。
反
対
の

表
明
は
ど
ん
な
か
た
ち
で
も

効
果
が
あ
る
。
政
府
は
、
反

対
の
声
に
神
経
を
と
が
ら
せ

て
い
ま
す
。
世
界
の
反
対
の

声
を
目
に
見
え
る
か
た
ち
に

し
ま
し

ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
、
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
へ
の

大
き
な
圧
力
に
な
り
ま
す
」

と
訴
え
て
い
る
。

リ
ー
議
員
と
共
に
運
動
を

し
て
い
る
バ
ー
ク
レ
ー
市
の

、

徴

曳

騰

嘱
.

箋

二

鍵

蝕

7盈¥煽一 盈臨

11月5日 の 中 間 選 挙(連 邦 下 院 は

全 数 改 選)へ 向 けて 元 気 に選 挙 戦

を戦 っハ ー ハ ラ リー 下 院 議 員

◎LcurcnMorct

人

々

は

、
特

に

「
日
本

か

ら

の

声

」

を

望

ん

で

い
る

。

ハ

ー

ク

レ

ー

市

の

反

核

・
平

和

運

動

家

の

ロ

ー

レ

ン

さ

ん

は

、

「
バ
ー
ク

レ

ー
市

議

会

の

ト

ナ

・
ス

プ

リ

ン

ク

議

員

、

ハ
ー

ハ
ラ

・
リ

ー

下

院

議

員

、

プ

ッ
シ

ュ
大
統

領

に

ど

ん

ど

ん

意

見

を

送

っ
て

下

さ

い

。

リ

ー
議

員

訪

日

を

焦

点

に

高

ま

っ
た

日

米

の

平

和

運

動

の

連

帯

を

今

こ
そ

示

し

て

、

プ

ッ

シ

ュ
の

イ
ラ

ク

攻

撃

を

止

め

さ

せ

よ

う

」

と

呼

び

か

け

て

い
る

。
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国

定
教

科
書

?

『心

の
ノ
ー
ト
』

れ

『心
の
ノ
ー
ト
』
が
、
戦

蕩

骸

ぎ

、
叫

醗

前
の
修
身
の
復
活
で
は
な

騨慰

鰭
野藩

観

と
問
題
に
な
.
て
い

」
保
た

『
心
の
ノ
ー
ト

』
は
、

「教
育
基
本
法
」
の
改
定

に
向
け
、
検
討
を
続
け
て
き

た
文
部
科
学
省
の
諮
問
機
関

・
中
央
教
育
審
議
会
の
中
間

報
告
は
、
法
の
見
直
し
を
す

る
と
い
う
結
論
を

明
示
し
た
。
公
共

心
、
道
徳
心
、
愛

国
心
を
盛
り
込
む

こ
と
、
家
庭
の
教

育
力
の
回
復
な
ど

を
強
調
し
て
い

今
年
度
、
国
公
立
、
私
立
を

問
わ
ず
全
国
の
小
中
学
生
に

道
徳
の
副
教
材
と
し
て
配
布

さ
れ
た
。
小
学
校
低
、
中
、

高
学
年
用
と
中
学
校
用
の
4

実
上
の
国
定
教
科
書
で
は
な

い
か
」
と
の
批
判
も
出
て
い

る
。も

ち
ろ
ん
強
制
で
な
い
と

文
部
省
は
言
っ
て
い
る
が
、

便
用
を
促
す
よ
う
な
通
知
が

全
国
の
教
育
委
員
会
に
出
て

い
る
と
い
う
。

「戦
前
の
修
身
と
同
じ
」と

い
う
の
は
元
教
員
の
北
村
小

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
、
用

意
さ
れ
て
い
る
解
決
案
か
ら

選
ぶ
の
で
自
由
に
考
え
さ
せ

る
わ
け
で
は
な
い
」。

「昔
の
修
身
の

"肇
国
"、

"忠
義
"
だ
け
か
な
い
と
思

っ
て
い
た
ら
、
心
の
ノ
ー
ト

4
冊
と
も
、
空
や
雲
が
多
く

余
白
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い

た
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
雲

に
ぺ
ー
シ
を
割
く
の
か
。
こ

れ
こ
そ
肇
国
で
は
な
い
か
。

紀
元
節
神
話
、
天
孫
降
臨
は

雲
に
乗
っ
て
高
千
穂

基
本
法
改
定
先
取
り
?

る
。
今
後
公
聴
会
が
開
か
れ

る
予
定
だ
が
、
基
本
法
の
改

定
は
国
家
の
た
め
の
教
育
か

ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
た
戦
後

教
育
の
大
転
換
と
み
ら
れ

る
。中

間
報
告
で
強
調
さ
れ
て

い
る

「伝
統
の
尊
重
、
愛
国

心
」
だ
が
、
こ
れ
を
先
取
り

し
た
よ
う
な
道
徳
の
副
教
材

「愛
国
心
」
を
う
た
う

種
類
、
全
ぺ
ー
シ
カ
ラ
ー
。

7
億
3
0
0
0
万
円
か
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

保
護
者
用
に

『心
の
ノ
ー

ト
』
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
も
配
っ
て
い
る
。

国
が
こ
う
し
た
副
教
材
を

つ
く
倹

し
か
も
全
国
一
律

配
布
は
極
め
て
異
例
、
副
教

材
な
の
で
検
定
も
な
い
。「事

ワ

撰

 

▼

`
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'
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八

ト
ラ
キ
チ

ノ

ナ
ゲ
タ

マ
リ

ガ

ビ

ゑ

ト
ナ
リ

ノ

シ
ヤ
ウ
シ

ヲ

ヤ
ブ
リ

マ
シ
久

上
皐

チ

ハ

ス
ク

ト
ナ
リ

ヘ

ア
ヤ
マ
リ

ニ

イ
キ
マ
シ
充

夜
さ
ん
。公
開
研
究
会
「心
の

ノ
ー
ト
を
考
え
る
」(
10
月
7

日

国
民
教
育
文
化
総
合
研

究
所
主
催
)で
の
発
言
か
ら
。

「自
分
を
ど
う
律
す
る

か
、
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
、

自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か

か
わ
り
で
畏
敬
の
念
を
持

つ
、
家
族
、
学
校
、
郷
土
、

国
を
愛
し
日
本
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
つ

こ
う
し
た

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、
到
達

す
る
の
が
中
学
最
後
の
〈

国
を
愛
し
、
そ
の
発
展
を
願

う
〉
だ
」。

「昔
の
修
身
教
科
書
と
、

そ
っ
く
り
な
教
材
も
あ
る
。

修
身
が
説
諭
的
な
の
に
比

べ
、
心
の
ノ
ー
ト
は
自
己
占
、

検
、
解
決
策
を
考
え
さ
せ
る

戦
前
の
修
身
教
科
奮
と
そ
っ
く

り
な
教
材
も
あ
る
困
戦
前
㈲
今

の
峰
に
降
り
立
つ
。

戦
前
の
2
年
生
の
音

楽
の
教
科
書

「き
け

ん
せ
つ
」
は
峰
か
ら

湧
き
あ
が
る
雲
の
挿

絵
が
描
か
れ
て
い

⊥ぐΣへ

箏
舞

健

へ

罐馨 巴:

「心の ノート」小学校3～4年 生用

毒
書

蝶
!

 

上
海
は
今
や
世
界
で

一
、

二
を
争
う
ホ
ソ
ト
な
街
だ
。

摩
天
楼
、
現
代
的
感
覚
を
盛

り
込
ん
で
整
備
さ
れ
た
古
い

洋
館
が
並
ぶ
通
り
。
着
飾
っ

た
人
々
。
ど
こ
か
ら
と
う
見

て
も
、
活
気
あ
ふ
れ
る
先
進

的
大
都
会
だ
。

た
が
、
車
で
ほ
ん
の
ひ
と

走
り
す
る
と
、
今
で
も
昔
な

が
ら
の
江
南
の
風
景
と
出
あ

う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、

上
海
周
辺
で
は
、
も
う
何
年

も
前
か
ら
、

「水
郷
」
観
光

が
流
行
し
て
い
る
。
相
当
メ

ソ
ヤ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

周
荘
を
は
じ
め
、
西
塘
、
朱

家
角
、
鳥
鎮
と
い
っ
た
水
郷

が
最
近
の
ト
レ
ン
ト
で
、
上

海
市
内
か
ら
、
こ
う
し
た
と

こ
ろ
へ
向
か
う
観
光
ハ
ス
か

毎
日
、
何
便
も
出
て
い
る
。

上
海
は
、
長
圧
の
何
口
地

帯
に
あ
り
、
そ
の
周
辺
を
含

め
て
、
大
小
の
湖
や
ク
リ
ー

ク
が
縦
横
無
尽
に
走
っ
て
い

る
。
7
世
紀
の
初
め
に
晴
の

場
帝
は
、
杭
州
か
ら
西
は
洛

陽
、
長
安

(西
安
)、北
は
渤

海
に
抜
け
る
運
何
を
作
っ
た

が
、
現
在
は

「征
南
運
河
」

と
呼
ば
れ
る
そ
の
運
何
も
、

上
侮
市
の
西
、
水
郷
が
集
中

し
て
い
る
辺
り
を
北
上
し
て

い
る
。
カ
イ
ト
フ
ソ
ク
に
よ

れ
ば
、
こ
の

一
帯
の
水
郷

は
、
何
百
年
、
あ
る
い
は
2

0
0
0
年
も
の
昔
か
ら
ク
リ

ー
ク
を
中
心
に
発
展
し
て
き

た
の
だ
と
い
う
。

そ
う
し
た
水
郷
の
中
で

も
、
上
侮
市
内
に
あ
る

「朱

家
角
」
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
都
会
の
喧
騒
を
離
れ

て
、
静
か
に
水
を
た
た
え
る

ク
リ
ー
ク
と
、
白
い
漆
喰
に

黒
い
瓦
屋
根
の
家
並
み
の
ま

ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
な
に

か
ホ
ソ
と
す
る
も
の
か
確
か

に
あ
る
。

だ
が
、
中
国
の
観
光
地
に

は
、
ど
こ
に
で
も
共
通
す
る

特
徴
が
あ
る
。
ま
ち
へ
の
入

場
料
が

「チ
ケ
ッ
ト
」
制
な

の
だ
。

例
え
は
、
朱
家
角
に
行
く

た
め
の
観
光

ハ
ス
の
料
金

は
、

「チ
ケ
ッ
ト
代
」
が
込

み
に
な
っ
て
い
る
。
チ
ケ
ッ

ト
に
は
、
往
復
の
ハ
ス
代
と

る
」
と
、
戦
前
の
教
育
を
よ

く
知
っ
て
い
る
人
の
眼
で
、

問
題
点
を
指
摘
。

こ
の
日
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
つ
と
め
た
長
谷
川
孝

さ
ん

(教
育
評
論
家
)
は
、

自
宅
の
あ
る
市
の
教
育
委
員

会
に

『心
の
ノ
ー
ト
』
の
配

布
は
事
実
上
の
国
定
教
科
書

的
で
お
か
し
い
、
現
場
に
強

制
す
る
な
と
申
し
入
れ
た
。

し
か
し

『
こ
う
い
う
と
こ
ろ

は
稀
で
、
保
護
者
た
ち
も
よ

く
わ
か
ら
な
い
う
ち
に

『心

の
ノ
ー
ト
』
に
よ
る
教
育
が

始
ま
っ
て
い
る
。

「教
育
基
本
法
」
の
改
定

論
議
の
前
に
、
す
で
に
道

徳
、
愛
国
心
教
育
は
始
ま
っ

て
い
る
ー

「朱
家
角
」
の
ま
ち
と
、
ま

て
い
る
。
デ
ィ
ス
ニ
⊥
フ
ン

昔
な
が
ら
の
建
築
物
な
ど

ち
の
あ
ち
こ
ち
に
作
ら
れ
た

ド
の

「パ
ス
ポ
ー
ト
」
感

の
修
復
、
保
存
に
は
か
な
り

人気の水郷ツアー

瓦屋根

シ

ン
ボ

ル

マ
ー

ク
作
成

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶

の
た
め

漆 喰 壁 、ク リ ー ク 、

宇

白壁 の家の中 か ら トレノテ ィな観 光客 の姿を見 る

 

各
種
博
物
館
や
ア
ト
ラ
ク
シ

覚
、
と
い
っ
た
ら
大
げ
さ
だ

の
投
資
が
必
要
と
な
る
は
ず

ヨ
ン
へ
の
入
場
料
が
含
ま
れ

ろ
う
か
。

で
あ
り
、
う
ま
い
経
営
の
仕

夫

・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
隆
犯
罪
、
売
買
春
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
、
女
陛
の
人
権
を
侵
害
す

方
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た

だ
、そ
う
い
っ
た
ま
ち
は
「現

代
」
か
ら
少
し
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
魅
力
が

あ
る
わ
け
だ
。

も
と
も
と
の
日
常
を
残
し

つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
観
光

化
す
る
の
は
な
か
な
か
で
き

な
い
こ
と
の
よ
う
で
、
町
中

が
観
光
客
相
手
の
商
売
に
凱

中
、
過
度
の
観
光
地
化
て
、

す
っ
か
り
評
判
を
落
と
し
て

し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

昔
な
が
ら
の
趣
き
を
残
し

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
う
の

は
、
た
ま
に
訪
れ
る
観
光
客

の
身
勝
手
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
で
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ

か
、
住
民
の
暮
ら
し
を
保
障

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
観
光

開
発
を
す
る
の
は
難
し
い
こ

と
の
よ
う
だ
。

る
女
性
に
対
す
る
暴
力
。
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
に
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
課
題
だ
。
国
連
で
は
11
月

25
日
を

「女
性
に
対
す
る
暴

力
撤
廃
国
際
日
」
と
し
、
日

本
で
も
、
11
月
12
日
か
ら
25

日
ま
で
の
2
週
間
を

「女
駐

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
と
し
て
各
地
で
さ
ま
さ

ま
な
取
組
を
行
う
。
内
閣
府

で
は
、
地
方
公
共
団
体
、
女

陛
団
体
な
ど
と
連
携
、
女
陛

の
人
権
尊
重
の
意
識
啓
発
、

教
育
の
充
実
に
力
を
入
れ

る
。特

に
今
年
は
、

「女
駐
に

対
す
る
暴
力
根
絶
の
た
め
の

シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
」
も
作

成
。
マ
ー
ク
を
活
用
、
女
性

対
す
る
暴
力
か
、
侠
し
て
許

さ
れ
な
い
と
の
社
会
認
識
を

さ
ら
に
徹
底
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
く
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
、
東

京
で

「女
性
に
対
す
る
暴
力

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ソ
ウ
ム
」

を
開
催
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ソ
シ
ョ
ン
で
は
、
女
陛
の
人

身
売
買

(ト
ラ
フ
ィ
ソ
キ
ン

ク
)
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
、
前
田
雅
英

(都
立
大
教

授
)、武
藤
か
お
り

(女
性
の

家
サ
ー
ラ
ー
)、吉
田
容
子

(弁
護
士
、
京
都
Y
W
C
A

・
A
P
T
)
さ
ん
ら
専
門
家

を
招
き
、
林
陽
子

(弁
護

士
)
さ
ん
の
コ
ー
テ
ィ
ネ
ー

ト
て
話
し
を
聞
く

(会
場
、

時
間
等
3
面
お
知
ら
せ
欄
参

照
)。

欝

夏
轡$u封 ⑩ 群

な

に

も

懸

き

な

撚

な

に

も

雛

輝

鞍

い

,

ノ
津

僻
セ

&

彗

Ψ

灘
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戸
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r
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女2002年10月30日(水 曜 日)3)

戸
主
権
を
定
め
た
旧
民
法

の
世
界

『北

の
国

か
ら
2
0

0
2

遺
言

』
を

見

て

9
月
6
、
7
日
に
放
映
さ

れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『北
の

国
か
ら
2
0
0
2
遺
言
』。
38

・
4
%
の
視
聴
率
で
マ
ス
コ

ミ
評
は
絶
賛
だ
っ
た
。
私
も

物
語
の
主
人
公

・
純
と
蛍
の

成
長
を
ず
っ
と
見
て
き
た
1

人
だ
が
、
今
回
は
疑
問
を
持

っ
た
。

純
の
新
し
い
恋
人
を
め
く

っ
て

「人
妻
だ
」「姦
通
だ
」

「お
父
さ
ん

(舅
)
が
籍
を

抜
い
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た

セ
リ
フ
が
あ
り
、
背
信

・
遺

棄
を
し
て
き
た
夫
の

「譲

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ

て
、
最
後
に

"正
式
の
"「離

婚
証
明
書
」
が
舅
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
。
息
子
の
妻
に
父

が
離
婚
を
許
可
す
る
な
ん

川

口
市

・
む
ら

き
数
子

で
は
な
い
か
ー

(憲
法
24
条

ー1
婚
姻
は
両
陛
の
合
意
の
み

に
基
づ
い
て
成
立
し

は
、

頭
に
残
ら
な
か
っ
た
の
か

か
ら
ー
。

む
ら
き

私
が
も
う
一
つ

こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
い

っ
し
ょ
に
見
て
い
た
男
性

P

役
所
が
個
人
の
結

婚
、
離
婚
の
証
明
書
を
発
行

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
戸
籍
抄
本
」「住
民
票
の
写

し
」
で
確
認
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

『北
の
国
か
ら
』

の
映
像
に
は
、
賞
状
の
よ
う

な
紙
に
筆
文
字
で
額
縁
に
入

っ
て
い
ま
し
た
が
、
役
所
が

そ
ん
な
も
の
を
発
行
す
る
わ

け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

頼
む
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー

ソ
。
侮
の
男
は
や
る
こ
と
が

派
手
と
い
う
表
現
と
し
て
演

出
し
た
と
思
い
ま
し
た
が
。

む
ら
き

演
出
の
意
図
は

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
上
で
な

お
、
家
族
制
度
そ
の
も
の
の

「離
婚
証
明
書
」
を
使
わ
な

け
れ
ば
思
い
を
表
現
で
き
な

か
っ
た
の
か
疑
問
で
す
。
せ

り
ふ
に

"正
式
の
"
と
あ
る

霊
製
禰離
婚
証
鯛
書
陛
⑳
悪
何
璽

て
、
戸
主
権
を
定
め
た
旧
民

法
の
世
界
。
こ
ん
な
セ
リ
フ

や
場
面
を
思
い
つ
く
倉
本
聡

は
ジ
イ
サ
マ
か
と
思

っ
た

ら
、
な
ん
と
1
9
3
4
年
生

ま
れ
。

「あ
た
ら
し
い
憲
法

の
は
な
し
」
を
学
ん
だ
世
代

な
9
)。

と
い
っ
た
こ
と
を
メ
ー
ル

・
個
人
通
信

『む
ら
き
数
子

庸
報
フ
ァ
イ
ル
』
に
掲
載
。

さ
ら
に
、
戸
籍
の
こ
と
な
ど

に
詳
し
い
P
さ
ん
と
メ
ー
ル

で
対
談
し
た
。
以
下
、
対
談

が
、

「離
婚
証
明
書
」
を
、

役
所
で
発
行
し
た
ん
だ
ろ
、

と
言
っ
た
こ
と
で
す
。
ふ
だ

ん
行
政
の
す
る
こ
と
に
敏
感

な
人
な
の
に
。
私
は
思
わ
ず

マ
ッ
サ
カ
ー
ッ
と
言
っ
た
の

で
す
が
。

戸
籍
や
住
民
票
の
写
し
を
、

第
3
者
が
申
請
し
て
受
け
取

れ
る
個
人
清
報
の
管
理
行
政

に
は
、
改
善
が
急
務
で
す
。

ド
ラ
マ
の
流
れ
で
は
、
舅

ま
た
は
家
長
と
い
う
立
場
で

は
な
く

「彼
女
を
よ
ろ
し
く

こ
と
で
視
聴
者
が

「離
婚
っ

て
正
式
に
は
あ
あ
し
た
証
明

書
を
女
の
再
婚
先
に
届
け
る

も
の
か
」
と
受
け
取
っ
た
ら

大
問
題
で
す
。
江
戸
時
代
の

三
行
半

(み
く
だ
り
は
ん
)

よ
り
悪
い
。
明
治
民
法
の
、

夫
で
な
く
戸
主
が
家
族
の
入

籍
離
脱
を
握
っ
て
い
た
時
、

そ
の
ま
ま
で
す
。
戦
後
50

年
、
多
く
の
先
人
が
家
族
制

度
を
拒
否
し
、
個
人
と
し
て

生
き
る
努
力
を
し
て
き
た
の

に

。
P

晩
婚
化
、
非
婚
化
の

今
、
多
く
の
人
は
気
に
と
め

な
い
の
で
は

。

む
ら
き

現
象
と
し
て
の

晩
婚
化
は
あ
り
ま
す
が
、
意

識
と
し
て
の

「家
」「家
族
制

度
」
は
健
在
で
再
生
産
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
国
会
で

の

「夫
婦
別
姓
」
審
議
に
、

別
姓
を
認
め
る
場
合

「祭
祀

を
受
け
継
く
者
」
が
明
記
さ

れ
る
と
い
う
動
き
も
そ
の
一

つ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思

い
ま
す
か
9

ヂこ3号 舎 を 立 ち 上1

「スー プの会 」

生活 支援 ホー ムヘ カ ンパ を

 

東
京
・
新
宿
区
内
で
ホ
ー

ム
レ
ス
の
方
の
宿
泊
提
供
施

設
や
、
精
神
障
害
の
か
た
へ

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
実
績
の
あ
る

「ス

ー
プ
の
会
」
が
3
つ
目
の
地

域
生
活
支
援
ホ
ー
ム

(3
号

舎
)
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

俳
徊
高
齢
者
の
緊
急

一
時

保
護
、
老
々
介
護
家
庭
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
の
で
、
資
金
繰
り
が
大

変
で
す
。
カ
ン
パ
や
食
器
、

タ
オ
ル
、
石
鹸
等
日
用
生
活

品
の
寄
付
を
募

っ
て
い
ま

す
。男

陸
用
の
コ
ー
ト
、
衣
類

等
も
、
肩
潔
な
も
の
で
あ
れ

ば
大
歓
迎
で
す
。

連
絡
先

お
も
か
げ
舎

唇
03

・
5
2
9
1

i

O

8

5

、
圃

03

・
5

2

9

1

・

-

∩
V
ρ0
8

都知事発言の撤回謝罪求め

一 訴鯉 幣雛 贔て1

石
原
都
知
事
が

「生
殖
機

能
を
失
っ
た
女
性
が
生
き
つ

づ
け
る
の
は
地
球
に
と
っ
て

害
悪
で
文
明
を
滅
ぼ
す
」
と

発
言
し
た
問
題
で
、
公
開
質

問
を
出
し
た
り
、
集
会
を
開

い
て
抗
議
を
行
っ
て
き
た
女

駐
た
ち
は
、
こ
の
ほ
ど
撤
回

と
謝
罪
を
求
め
る
手
段
の
ひ

と
つ
と
し
て
訴
訟
と
人
権
救

済
申
し
立
て
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
原
告
と
申
立
人
と
し

て
の
参
加
者
を
募
集
中
。

訴
訟
は
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
に
な
る
が
、
不
特
定
多
数

の
女
駐
に
向
け
ら
れ
た
差
別

表
現
を
民
事
裁
判
で
糺
す
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
挑

戦
課
題
で
も
あ
る
と
い
う
。

人
権
救
脩
申
し
立
て
は
、
日

本
弁
護
士
連
合
会
人
権
擁
護

委
員
会
へ
申
し
立
て
る
も

の
。
訴
訟
と
申
し
立
て
の
2

つ
で
、
自
冶
体
の
長
の
公
然

た
る
差
別
発
言
が
ま
か
り
通

っ
て
い
る
日
本
の
現
状
、
石

原
批
判
が
タ
フ
ー
の
よ
う
な

風
潮
に
ノ
ー
を
言
い
、
発
言

が
不
当
行
為
で
あ
る
と
い
う

明
確
な
判
断
を
か
ち
と
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
。

裁
判
の
原
告
は
都
在
住
、

在
勤
、在
学
の
女
陸
、裁
判
の

分
担
金
3
0
0
0
円
。
人
権

救
済
申
立
人
は
都
内
外
を
問

わ
ず
女
駐
。
活
動
費
3
0
0

0
円
。
原
告
と
申
立
人
の
両

方
に
な
る
人
の
分
担
金
は
両

方
で
3
0
0
0
円
。
こ
の
2

つ
の
場
合
、
石
原
都
知
事
に

名
前
と
住
所
は
伝
わ
る

(勤

務
先
や
学
校
名
は
明
ら
か
に

す
る
必
要
は
な
い
)。第
3
者

に
わ
か
る
こ
と
は
な
い
。

申
し
込
み
は
用
紙
に
記
入

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
用

紙
や
詳
細
の
説
明
を
請
求
の

こ
と
。
一T
1
7
0
1
0
0
0

3
東
京
都
豊
島
区
駒
込
3
1

23
i
14
1
1
2
0
2
野
崎
方

石
原
都
知
事
の

「
ハ
ハ

ア
」
発
言
に
怒
り
、
謝
罪
を

求
め
る
会

公
&
脳
03
・
3

9
4
0

・
3
8
9
2

【千
葉
市
発
11
浦
野
美

智
子
】
既
報
の
通
り
、
千
葉

県
議
会
は
10
月
15
日
、
議
会

最
終
日
に

「千
葉
県
男
女
共

同
参
画
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」(以
下
、
条
例
と
略
)
を

継
続
審
議
に
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
県
議
会
最
大
会
派

の
自
民
党
議
員

(全
議
員
の

約
7
割
)
の
圧
力
に
よ
る
も

の
。
条
例
案
が
継
続
審
議
に

な
っ
た
の
は
、
県
議
会
史
上

初
と
い
う
。

同
日
の
議
会
で
は
、
総
合

企
画
総
務
委
員
会
委
員
長
か

ら
継
続
審
議
の
報
告
後
、
市

民
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
、
共
産
、

社
民
、
民
主
の
各
会
派
4
人

が
、
日
本

一
の
条
例
を
可
決

す
る
よ
う
求
め
る
反
対
討
論

を
行
っ
た
が
、
説
得
力
と
迫

力
に
満
ち
た
も
の
で
、
傍
聴

に
詰
め
掛
け
た
多
く
の
県
民

か
ら
大
拍
手
を
受
け
た
。

同
条
例
は
、
一
年
半
を
か

け
、
専
門
部
会
で
の
審
議
、

公
開
審
議
会
の
実
施
、
県
内

各
地
の
公
聴
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ

る
意
見
募
集
な
ど
で
県
民
が

参
画
し
て
練
り
、

「男
女
共

し
た
と
言
う
。

自
民
党
は
、同
条
例
を
「過

激
な
思
想
の
条
例
」
と
し
て

22
項
目
の
修
正
を
要
求
。
12

月
議
会
に
は
、
独
自
の
修
正

条
例
提
出
と
の
情
報
も
あ

り
、
そ
う
な
れ
ば

「男
女
不

平
等
条
例
」
な
る
こ
と
は
必

2
時
間
に
渡
っ
て
抗
議
行
動

を
展
開
。

『自
民
党
に
抗
議

し
ま
す
ー
修
正
は
許
さ
な

い
』『男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
を
ず
た
ず
た
に
し
な
い

で
』『当
た
り
前
の
こ
と
も
わ

か
ら
な
い
自
民
党
千
葉
県

議
』
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

掲
げ
、
怒
り
を
マ
イ
ク
に
ぶ

怒
り
の
抗
議
行
動
展
開

千
葉
県

男
女
共

同
参
画
条
例
の

同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
基

本
理
念
に
沿
っ
た
県
独
自
の

条
例
だ
。
し
か
し
、
議
会
上

程
前
に
、
自
民
党
議
員
が
、

4
項
目
の
削
除
を
要
求
。
堂

本
知
事
は
、
や
む
な
く
2
項

目
を
削
除
。
こ
の
時
議
員

は
、
2
項
目
削
除
す
れ
ば
議

会
て
の
可
決
を
口
頭
で
約
束

を
開
く
か
ら
、
正
々
堂
々
と

議
論
を
し
な
さ
い
。
数
の
論

理
で
押
し
通
す
態
度
は
汚

い
」
な
ど
の
発
言
。
県
庁
近

く
に
あ
る
自
民
党
会
館
に
も

移
動
し
、

「絶
対
に
許
さ
な

い
そ
ー
ー
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
。

女
性
と
男
性
に
と
っ
て
重

要
な
条
例
が
否
決
同
様
の
扱

い
を
受
け
た
こ
と
は
、
県
民

と
し
て
非
常
に
残
念
で
あ

り
、
怒
り
を
感
じ
る
。
盾
け

な
い
現
実
で
あ
る
。
堂
本
知

事
を
選
ん
だ
千
葉
県
が
、
こ

の
よ
う
な
結
果
を
出
し
た
こ

と
は
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
。

今
後
、「千
葉
県
男
女
平
等
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
会
員
が
中

心
と
な
り
、
署
名
活
動
、
駅

頭
ア
ピ
ー
ル
、
自
民
党
議
員

へ
の
抗
議
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の

送
信
、
条
例
に
関
す
る
集
会

開
催
で
、
多
く
の
県
民
に
、

「絶対 に条例修正 は許 さない」、強 風の中 訴 え る(千 葉県 庁前て)

 

条
例
の
大
切
さ
を
伝
え
、
可

侠
に
向
け
活
動
を
繰
り
広
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

シ ニ ア と旅 」が テ ー マ

長寿社会への提言」を募集

 

rl
l

r
l

は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
き
っ
か
け

や
目
的
、
手
段
も
異
な
る
自

分
だ
け
の
旅
を
持

っ
て
い

る
。生

き
方
が
多
様
化
す
る

中
、
旅
の
あ
り
方
も
大
き
く

変
わ
る
と
見
た
㈹
長
寿
社
会

文
化
協
会
は
、
13
回

「長
寿

社
会
へ
の
提
言
」
の
テ
ー
マ

ー
に

『シ

ニ
ア
と
旅
』
を

選
ん
だ
。
旅
に
つ
い
て
の
提

言
や
実
験
報
告
を
ド
ン
ド
ン

寄
せ
て
ほ
し
い
、

「新
し
い

時
代
に
新
し
い
視
占
、で
旅

・

旅
行
を
楽
し
み
ま
し

ょ

う
ー
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。

寡
集
要
項
】

修
正
は
許
さ
な
い

須
。議

会
終
了
後
、

「千
葉
県

議
会
女
陛
県
議
の
会
」(超
党

派
議
員
9
人
)、
「千
葉
県
男

女
平
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
県

内
の
女
駐
団
体
か
ら
約
50
人

が
、
県
庁
前
に
集
ま
り
、
強

風
の
中
で
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、

ビ
ラ
ま
き
、
座
り
込
み
な
ど

つ
け
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は

「世

界
の
流
れ
の
中
で
男
女
共
同

参
画
は
進
め
ら
れ
て
き
た
。

一
部
の
過
激
な
県
民
が
作
っ

た
条
例
で
は
な
い
。
自
民
党

議
員
は
勉
強
を
し
て
い
な

い
。
自
民
党
県
議
は
時
代
遅

れ
」「条
例
の
ソ
ン
ポ
ソ
ウ
ム

日
本
語
で
、
2
0
0
0
字

程
度
。
1
人
1
編
。
文
書
の

最
初
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
陛
別
、

職
業
、
電
話
番
号
、
連
絡
先

を
明
記
。
E
メ
ー
ル
で
も
受

け
付

け

る
、
ア

ド

レ

ス

は

貯
窪

◎
≦
9
。
。
こ

℃

締
切
り
12
月
20
日
。
賞
は

W
A
C
大
賞
、
同
会
長
賞
、

同
理
事
長
賞
ほ
か
。

問
い
合
わ
せ

・
送
付
先

㈹
長
寿
社
会
文
化
協
会

「長

寿
社
会
へ
の
提
言
」
係
㊦
1

4
0
1
8
7
9
0
品
川
区
南

品

川
5
1
3
1
10
ミ

ヤ

デ

ラ
ヒ
ル
5
階

且
03
・
5
4

0

6

0

・
(
)
戸
0
2

1

「こ
ん
な
旅
が
し
て
み
た

い
」
「あ
そ
こ
に
、
も
う
1
度

行
っ
て
み
た
い
」「人
生
が
変

わ
っ
た
」
旅
な
ど
、
旅
は
人

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
促
進
狙
験

ヌ
エ
ッ
ク
で
は
、

「男

女
共
同
参
画
学
習
推
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
年
間
4
回

実
施
し
て
い
ま
す
。
全
国

各
地
の
女
性
教
育
施
設
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
が

連
携
し
て
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
事
業
を
実

施
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
を
促
進
す
る
の

舞

が
ね
ら
い
。
02
年
度
は
秋

田
県
、
埼
玉
県
、
滋
賀

県
、
富
山
県
で
開
催
す
る

計
画
で
す
。

た

人
が
人
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
1
性
は
人
権

1
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
受
け
る
人
権
侵
害

の
背
景
を
学
ぶ
6
つ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ソ
プ
。
午
後
で

9
工

吻
り

.

●

簿
魏
2
の
畿
噸
と

報 パ
ン

フ
告
書

町
内
資
料
に
読
む

石
狩
町
女
性
史
年
表

駒
井
秀
子
・
編

「読
む
年
表
」
が
は
や
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
北
海
道

の
石
狩
町

(現

・
石
狩
市
)

の
町
に
関
係
す
る
資
料
か
ら

女
駐
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら

を
丹
念
に
さ
が
し
、
編
み
上

げ
た
年
表
で
あ
る
。
1
8
6

8
年

(慶
応
4
年
、
明
冶
1

年
)
か
ら
1
9
8
8
年
ま
で

2
0
0
年
間
。
ー
ペ
ー
ソ
が

3
段
に
分
か
れ
、
1
番
上
が

石
狩
町
、
次
の
段
が
関
連
事

項
の
年
表
。
下
段

(
ペ
ー
ジ

の
半
分
の
大
き
さ
)
が
さ
ま

ざ
ま
な
引
用
文
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
引
用
文
が
す
こ

い
。
2
0
0
年
分
が
2
0
0

余
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
ぎ

っ

し
り
と
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

農
漁
村
か
ら
小
都
市
的
要

素
が
加
わ
り
、
地
方
都
市
へ

と
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
北

の
町
の
女
陛
た
ち
の
姿
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
石
狩

市
に
関
係
の
な
い
人
も
、
興

味
深
く
読
め
る
だ
ろ
う
。
労

作
で
あ
る
。
関
連
事
項
は
北

海
道
中
心
に
日
本
全
体
の
大

き
な
事
項
だ
が
、
大
き
な
こ

と
だ
け
で
い
い
か
ら
世
界
的

な
で
き
ご
と
も
入
っ
た
ほ
う

が
状
況
が
よ
く
わ
か
り
そ
う

で
少
々
残
念
だ
。

B
5
判
2
5
4
ぺ
ー
ソ
。

本
体
1
5
0
0
円
、
問
い
合

わ
せ
冠
0
1
3
3
・
74

・
9

0
6
2
駒
井

1

胴
施

「フ オー ラ ム

年 間4回 実
臨 糖 噌藤 灘

ー

鞍

懸
灘
難

人 が 人 ♪し 曳 ぐ更重 纂 た ¢り建こ

灘
ー

/
艶
宮

陵
無

ー。

帰

毛繍
蔦

寒

縄

纈

萱
噸
空

燃

馨

由

亭

」
警

μ

ζ
'繍 魍

講 演会 の様子

●

10
月
12
日
、
秋

田

県

は
、
財
団
法
人
秋
田
県
婦

人
会
館
(プ
ラ
ツ
L
)と
共

催
で
、
日
本
赤
十
字
秋
田

短
期
大
学

(秋
田
市
内
)

で

「
男
女
共
同
参
画
学
習

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

m
あ
き

は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー

マ

「人
が
人
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
1
駐
は
人
権

1
」
を
タ
イ
ト
ル
に
、
千

葉
県
知
事
の
堂
本
暁
子
さ

ん
に
よ
る
講
演
を
行
い
、

会
場
を
埋
め
た
約
5
0
0

名
の
参
加
者
か
ら
の
拍
手

に
包
ま
れ
て
終
了
し
ま
し

た
。

(
△
)

※
後
、
埼

玉

県

(
12

月
)、滋
賀
県

(
12
月
)、富

山
県

(
03
年
1
月
)
で
開

催
。
詳
細
は
、
N
W
E
C

及
び
開
催
県
の
教
育
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館(ヌ エ ノ ク)

〒355-0292埼 ヨ{県 比 企 郡

嵐 山 町 大 字 菅 谷728番 地

慰0493●62●6711(代)

URLhttp〃wwwnwec」p

E-mdllwebmdster@nwec」p

11

月

-

日

金く

◆
世
界
を
と
う
捉
え
る
か

15
時

ソ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東

京

(J
R

・
飯

田

橋

駅
6

分
)
小
田
実

(
作
家
)

1

5
0
0
円

日
曜
ク
ラ
フ
低

3

°
3
2
0
3

°
9
7
8
2

0
◆
い
ま
問
い
な
お
す

日

朝
国
交
正
常
化
～
隣
人
と
し

て
の
日
本
と
朝
鮮
、
真
の
和

解
と
平
和
を
も
と
め
て

13
時
30
分

又
京
区
民
セ

ン
タ

ー

(地

・
春

口

駅

す

く
)

和
田
春
樹

(
東
大
名

挙
同教
授
)
、
杢
・鐘
一兀
(
立
副教
大

教
授
)

1
0
0
0
円

主

催

朝
鮮
女
性
と
連
帯
す
る

日
本
婦
人
連
絡
会

低
03

・
3

8
1
6

・
1
8
6
2

11

月

2

日

土

◆
Y
W
C
A
非
暴
力
週
間

私
ら
し
く
生
き
る
1
夫

・

恋
人
か
ら
の
暴
力
を
の
り
こ

え
て14

時

東
京
Y
W
C
A
あ

い

(
J
R
お

茶

の
水

駅
5

分
)
ゆ
の
ま
え
知
子
▽
9
日

㈲
戒
能
民
江
▽
16
日
㈲
大
津

恵
子
、
▽
22
日
働
13
時
30
分

海
渡
捷
子

1
0
0
0
円

主
催

東
京
Y
W
C
A
低
03

・
3
2
9
3

・
5
4
2
1

　

11

月

3

日

日く

◆
政
府
は
憲
法
9
条
を
守

れ

有
事
法
制
を
廃
案

へ

11

・
3
憲
法
集
会

13
時
30
分

文
京
区
民
セ

ン

タ

ー

(
地

・
春

日
駅

す

く
)

水
島
朝
穂

(
早
大
)
、

新
崎
盛
暉

(仲
縄
大
)
音
楽

と
詩
の
構
成

・
グ
ル
ー
プ
多

摩
じ
ま
ん

5
0
0
円

主

催

同
実
行
委

唇
03

・
3
2

2
1

。
∠4
ハb
ρ0
8

◆
初
め
て
の
モ
ス
ク
ワ
で

チ
ュ
ー
ホ
フ
の
こ
と
を
考
え

た
14
時

ソ
ア
タ
ー
X
7
F

(
両
国
駅
西
口
3
分
)

武

田
肩

(
明
大
助
教
授
)

主

催

ソ
ア
タ
ー
X

・
チ

ェ
ー

ホ
フ
研
究
会
低
03

・
5
6
2

4
▲
・
1
1
QO
-

7
分
)

映
像
メ

ッ
セ
ー

ン

i
世
界
か
ら
日
本
か
ら

「
ア

ナ
タ
の
仕
事

・
ワ
タ

ソ
の
選

利
」
、
田
中
哲
朗
ミ

ニ
コ
ノ
サ

ー
ト
、

『
フ
レ
ソ
ト
&
ロ
ー

ズ
』
上
映
と
ア
メ
リ
カ

・
ヒ

ル
清
掃
労
働
者
の
報
告

・
デ

ィ
ス
カ

ノ
ソ
ヨ
ン

ー
5
0

0
円

主
催

・
問
合
せ

同

実
行
委

面
03

・
3
5
3
0

・

8
5
Q
)0

◆
教
育
基

本

法
改

悪
反

対
1
杉
並
大
集
会

「
い
ま
な

せ
、
教
育
基
本
法
を
改
悪
す

る
の
つ
」
1
エ
リ
ー
ト
選
別

教
育
は
し
ま
る

14
時

阿
佐
ケ
谷
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー

(地

・
阿
佐
ケ

谷
駅
南

口
)

暉
峻
淑
子
(埼

玉
大
名
誉
教
授
)

連
絡

杉
教
組
面
03

・
3
3
9
6

・

7
-1
2
1

11

月

5

日

火

◆
な
せ
世
界
の
平
和
構
築

に
女
性
の
イ
ニ

ン
ア
テ
ィ
フ

か
必
要
か

18
時
30
分

東
京
ウ

ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
サ

ソ
ン

ソ
ア

・

コ
ウ

ハ
ー
ン

(
ロ
ン
ド
ン
市

立
大
教
授
)
1
5
0
0
円

主
催

ア
ソ
ア
女
性
資
料
セ

飛.
灘
灘

・
王
子
駅
北
口
2
分
)
、8
日

謝
工
ポ

ッ
ク
ー0

(池
袋
駅
メ

ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
ロ
)

宮
田

浄
～

(
社
会
保
険
労
務
±
)

岩
本
充
史

(
弁
護
士
)

都

王
子
労
政
事
務
所

申
込
み

同
所
面
03

3
9
0
0

・

0
1
1
7

11

月

4

日

月

◆
2
0
0
2
対

話

集

会

《
反
戦
》
、
い
ま
こ
そ

12
時
30
分

東
京
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
サ

「
〈
戦
争
モ

ー
ト

〉
の
世
界
」
高
橋
哲
哉

(東
大
教
員
)
、「
『
心
の
ノ
ー

ト
』
を
批
判
す
る
」
三
宅
品

子

(
千
葉
大
教
員
)
ほ
か

1
0
0
0
円

主
催

同
実

行
委

運
絡

影
書
房
内
曹

3

°
5
9
0
7

°
6
7
5
5

0松
浦◆

レ
イ
ハ
ー
フ
ェ
ス
タ
2

0
0
2

あ
な
た
に
バ

ノ
と

パ
ラ
を

「
労
働
」
を
観
よ

う

・
聴
こ
う

・
話
そ
う

13
時
30
分

中
野
セ

ロ
ホ

ー
ル

(
J
R

・
中
野
駅
南

口

幽
矧
到

◆
ス
ト

ッ
プ

・
暴
力
-
深

刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
D

V

・
性
暴
力
な
と
さ
ま
ざ
ま

な
暴
力
に
つ
い
て
、
と
も
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
つ

M
時
、
13
日
10
時
、
20
日

10
時
、
27
日
10
時
、
12
月
4

[ロ
ー5
時

全
5
回

茨
木
市

立
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

ロ

ー
ス
W
A
M

ア

ン
デ
ィ

・

ヒ
ク
ソ
ン

(
演
劇
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
)
、小
野
設
子

(
大
阪
府

女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
)
ほ
か

無
料

申
込
み

・
問
△口
せ

同
セ
ン
タ
ー
面
0
7
2
6

°
0

°
9
9
2
0

2◆
快
適
ー
充
実
1
し

こ
と

の
時
間

18
時
30
分
、
12
日
因
と
も

渋
谷
区

立
勤

労
福
祉

会
館

(
J
R

・
渋
谷
駅
7
分
)

8
日

「職
場
の
ス
ト
レ
ス
吹

お
し
ら

"、 、

oo

ン
タ
ー
唇
03

・
3
7
8
0

・

PD
2
4
.【D

◆

ハ
ー
ト

に
均

等
待

遇

を
ー
裁
判
の
傍
聴
に
き
て
く

た
さ
い
ー

10
時
30
分

東
京
地
裁
7

1
0
法

廷

(
地

・
霞

が

関

駅
)

連
絡

中
野
区
非
常

勤
職
員
賃
金
差
別
裁
判
を
支

援
す
る
会
隙
03

・
3
2
9
6

・
2
0
2
4

(
平
川
)

 11
月

6
塾

◆
ア
ン
テ
ィ
・
ヒ
ク
ソ
ン

さ
ん
の
非
暴
力
ワ
ー
ク

ン
ヨ

ッ
プお

と
な
対
象

④
6
、
7

日
困
10
時
30
～
15
時
30
分
⑬

12
日
却
、
13
日
胸
、
15
時
、

20
時
、
1
8
0
0
0
円
▽
子

と
も
対
象

10
日
㈲
14
時
～

17
時

対
象
10
～
17
歳

1

0
0
0
円

ト
ー

ン
セ

ン
タ

ー
5
F

申
込
み

電
話

・

隙
て

問
合
せ

女
性
と
子

と
も
の
エ
ノ
パ
ワ
メ
ノ
ト
関

西
膏
0
7
9
7

・
71

・
0
8

1
0◆

ハ
ー
ト
の
権
利
眠
ら
せ

な
い
1

14
時
30

分

(
昼

)
18
時

(
夜
)

北
と
ぴ
あ

(
J
R

き
飛
ば
そ

っ
」
野
原
蓉
～
(臨

床

し
理
±
)
、
12
日

「
男
女
間

の
格
差

に
つ
い
て

考
え
よ

っ
」
中
ド
裕
子

(
弁
護
士
)

主
催

・
申
込
み

都
新
宿

労
政
事
務
所
行
03

・
3
2
0

2

・
6
2
1
5

◆

「
男
も
女
も
子
育
て
を

～
男
の
子
育
て
を
考
え
る
」

18
時
30
分
、
9
日
山
14
時

東
京
ウ

ィ
メ

ノ
ズ
プ
ラ
ザ
笠

井
信
輔

(
フ

ン
T
V
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
)
他
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

・
柏
木
恵
子

(
文
京
学

院
大
学
教
授
)

無
料

要

申
込

申
込
み

同
所
宮
03

・
5
4
6
7

●
1
9
8
0

11
月

釧
口
]
劃

◆
千
葉
県
女
性
セ

ノ
タ
ー

フ

エ
ス
テ
ィ
ハ
ル
～
講
演
会

と
ワ
ー
ク

ン
ヨ
ッ
フ

ー0
時

さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ

(
J
R

・
柏
駅
西

U
か
ら

ハ
ス
)

▽
10
時
30

分
11
桂
文
也
の

ン
ェ
ン
タ
ー

フ
レ
ー
ク

講
演

「
笑

っ
て

・
感
じ
て

・
気
付
い
て

・
変

わ
る
」
、
落
語

「目
覚
め
の
ス

ス
ズ
」
桂
又
也

(
落
語
家
)
、

ワ
ー
ク

ソ
ヨ
ソ
フ

無
料

問
合
せ

丁
葉
県
女
桝
セ

ノ

タ
ー
面
04

・
7
1
4
0

・
8

ρ0
0
2

◆
か
な
が
わ
女
性
セ

ノ
タ

ー
20
周
年
記
念

秋
の
フ

エ

ス
テ
ィ
ハ
ル
2
0
0
2

10
時
、
10
日
日
県
立
か
な

が
わ
女
性
セ

ン
タ
ー

(
江
の

島
)

「
ど
う
変
わ
る

ど

つ
変
え
る
21
世
紀
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
」

樋
口
恵
子
(
東

京
家
政
大
学
教
授
)
、
山
田
昌

弘

(
東
京

学
.
ム
大
学

助
教

授
)
他

申
込
み

問
合
せ

同
セ

ン
タ
ー
且
0
4
6
6

°
7

°
2
1
1
8

2◆
働
く
女
性
の
た
め
の

・

ア
タ
マ
と
カ
ラ
タ
と

コ
コ
ロ

の
充
電
塾

13
時

共

立

薬
科

大

学

(
J
R

・
浜
松
町
駅
)、
山
崎

正
人

(
米
国

ア
キ
ナ

ス
大

学
)
他

3
0
0
0
円

主

催

・
申
込
み

性
と
健
康
を

考
え
る
女
性
専
門
家
の
会
隙

3

・
5
5
6
5

°
4
9
1
4

0
◆
第
3
回
農

・
未
来
塾

13
時
30
分

相

原

農

場

(
藤
沢
市
宮
原
2
3
9
4
)

「
や
る
気

が
あ
れ
ば

道

開

く
」
八
木
直
樹

(
二
芳
村
生

産
グ
ル
:
フ
)
、意
見
交
換
▽

10
日
10
時

「
畳
の
リ
サ
イ
ク

ル
と
解
体
の
実
演
」
渡
辺
光

雄

(農
家
、
獣
医
師
)
主
催

同
塾
、
問
合
せ

食
生
活

研
究
会

暦
0
4
6
6

・
22

・

0
ρ0
3
FO

◆
女
性
と
キ
ャ
リ
ア
形
成

働
き
方
の
ユ
ニ
ハ
ー
サ
ル

テ
ザ
イ

ノ

ー3
時
30
分

昭
和
女
r
大

学
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

(東
急

新

玉
川

・

軒
茶

屋
駅

卜

車
)

木
村
葉
ア

(
毎
日
新

聞
社
記
者
)
他

無
料

問

合
せ

昭
和
女
子
大
学
女
性

文
化
研
究
所
憾
03

3
4
1

1

・
庁Q
O
Q
)6

◆
負
け
な
い
そ
ー

ン
エ
ノ

タ
ー

・
フ
リ
ー

・
バ
ン
ン
ノ

ク
ー4
時

東
京
教
組

(
地

神
保
町
駅
5
分

日
本
教
育

会
館
5
F
)

全
国
的
に
起

き
て
い
る

ン
ェ
ノ
タ
ー

フ

リ
ー

ハ
ソ
ン
ン
グ
報
告

主
催

了
ど
も
と
女
性
の
人

権
を
考
え
る
東
京
の
会

連

絡

同
所
容
03

5
2
7
6

・
1
3
1
1
女
性
部

◆
人

・
資
源
化

へ
の
危
険

な
坂
道
～

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ン
ー
は
福
音
か

14
時

文
京
区
民
セ

ノ
タ

ー
会
議
室

福
本
英
子

(
ブ

リ
ー
タ
イ
タ
ー
)
主
催

脳

死
、
臓
器
移
植
に
反
対
す
る

南
民
会
議
盛
&
隙
03

・
5
6

2
凶4
・
ρ0
0
6
4
.

◆
第
6
回
赤
松
良
子
賞
記

念

ソ

ノ
木

ン
ウ
ム

m
O
S
A

K
A14

時

ト
ー

ノ
セ

ン
タ
ー

(
地

天
満
橋
駅
)

員
贈

畢
式
▽
絵
と
立
日楽
物
語

「世

界
中
の
ひ
ま
わ
り
姫

へ
」
,

難
基
調
講
演

赤
松
良
r
、
受

震

者
講

演

小

笠
原

み
ど

り
、
永
田
萌

5
0
0
円

1
催

国
際
女
性
の
地
位
協

会

隙
03

5
9
0
5

・
0
3

ρ0
【b◆

ソ
ニ
ア
女
性
と
ー
C
T

18
時
30
分

東

累
ウ

ィ
×

ン
ズ

フ
ラ
ザ

浜

田
宙
久

(
南
民
コ

ノ
ヒ

ュ
ー
タ

コ
ミ

ュ

一ケ
ー

ン
ヨ
ノ
研
究
会
代

表
)
ま
か

1
0
0
0
円

要
r
約

連
絡

あ
ん
ず
ネ

ソ
ト

ー
C
T
研
究
会

面
&

職
03

3
9
7
1

・
0
3
3

0

　

　

11

月

10

日

日

一

◆
多
重
債
務
問
題
解
決

へ

の
新
た
な
道

13
時
20
分

東
京
ウ
ィ
メ

ノ
ズ
フ
ラ
ザ

講
演

萄
田

広
美

ノ
ノ
ホ

占
賀
茂
明

ほ
か

1
0
0
0
円

主
催

N
P
O
女
性
目
立
の
会
君

&
隙
03

3
5
3
8

-
1

1
Q
)

◆
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻

撃
と
有
事
法
制

B
時
30
分

埼
t
労
働
会

館

(
J
R

・
北

浦

和

駅

西

口
)

尚
田
健

(鰯
際
経
済

研
究
所
)

5
0
0
0
円

主
催

憲
法
を
考
え
る
集
し

連
絡

且
0
4
8

・
8
6

4

・
5
6
3
9
土
屋

11
月

秘
日
刎

◆
ふ
ら

っ
と
が
映
画
館
に

変
身
す
る
2
日
間
P

a
r
t

2
10
時
～
17
時
、
H
月
15
日

金
、
13
時
～
20
時
30
分

所

沢
市
女
桝

ノ
タ
ー

(
西
武

・

所
沢
駅
10
分
)
映
画

『も

つ

い
ち
ど
』
(
00
毎
豪
、
ホ
ー
ル

・
コ
ソ
ク
ス
監
督

人
姓
の

最
後
に
女
で
あ
る
こ
と
を
選

ん
だ
ヒ
ロ
イ
ノ
の

一
途
さ
を

描
く
)
、映
画

『魅
せ
ら
れ
て

四
月
』(
92
年
英
、
マ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ウ

ェ
ル
監
督

20
無

代
を
背
景
に
、
イ
タ
リ
ア
の

占
城
を
ー
カ
月
借
り
る
こ
と

に
な
っ
た
、
4
人
の
英
国
女

性
の
姿
)
ほ
か
、
無
料

申

込
み

・
問
合
せ

同
セ

ノ
タ

i
容
0
4
2

・
9
2
1

・
2

2
2
0

'

【
事

務

所

移

転

】

ア
ジ
ア
の
女
性
と
子
と
も

ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク

(A
W
C
)

新
住
所
ロ
〒
2
3
1
1
0

0
1
5
横
浜
市
中
区
尾
上
町

3
1
39
尾
h
町
ヒ
ル
9
階
、

・
へ

・
、

1

・
C
内

(
J

R

関
内
駅
北
ロ
ー
分
)

火
曜
日
休

む
&
鰍
0
4
5

。
6
5
0

●
5
4
3
Q

難
匹 澤 琴

繊

∫ 張聯 魏

咳 叡

霞鱗 陀

鼻 鷺
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自
己
主
張
が
な
ぜ
悪
い
？

わ
が
ま
ま
か
ら
当
た
り
前
へ

３

回

に

わ

た

り

充

実

し

た

講

座

「

大

阪

・
豊

中

発

囗

藤

美

津

子

」

世

界

の

女

た

ち

は

、
ど

の

よ

う
に

暮
ら

し

、

学

び

、

自

分

の

問

題

を

解

決

す

る

の

に

、
ど

う
し

て

い

る
の

だ

ろ

う

か
？

世

界

と

自

分

の

暮

ら

す

地

域

と

私

を

つ

な

げ

る

も

の

は
？

私

は

、
ど

う

生

き

た

い

の

か

？

女

性

の

た

め

に

女

性

セ

ン

タ

ー

、
女

性

政
策

に

は

、

ど
の

よ

う

な

視

点

が

必

要

な

の

か
・
＝
９

月
2
7
日

か

ら
1
0
月

卜
一
日

ま
で

、
す
て

っ
ぷ
（

豊

中

男

女

共

同

参
画

セ

ン

タ

ー

・

三

井

マ
リ

子

館

長

）

で

３

回

に

わ

た

り

開

か

れ
た

「

世

界
の

フ

ェ
ミ

ニ

ズ

ム

」

は

、
毎

回

、
三

井

館

長

の

積

極

的

な

司

会

進

行
で

、
充

実

し

た

楽

し

い

講

座

だ

っ
た

。

「
女
性
解
放
運
動
の
パ
イ

す
ニ
ア
た
ち
」（
９
月
2
7日

）

は

、
米
・
ミ
シ

ガ
ン
大

学
博

士
課
程

、
女
性
学
入
門
講

座

講
師
の
山
口
智
美
さ
ん
か
ら

の
報
告

。
ミ
シ

ガ
ン
大

学
で

は
、
地
元
の
活
動
に

実
際
に

フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト

が
自
然

体

で

暮

ら

す

国
」（
1
0
月
４

日

）
は
、
世
界
で

初
め
て

女

性
が
参
政
権
を
獲
得
し
た
国

で

あ
り
、
女
性
の
首
相
だ
か

ら
と
い
う
理
由
で

ニ
ュ
ー
ジ

上

フ
ン

ド
に
短
期
留
学
し
たあ っ さ り し た 甘 味 の デ ザ ー ト

参
加
す
る
実
習
が
必
修
。
大

学
の

女
性
学
講
座
も
理
論
と

実
践
が
別
物
で

は
な
く
、
社

会
問
題
に

目
を
向
け
る
仕
組

み
に

な
っ
て

お
り
、
こ
う
し

た

方
法
は
日

本
に

は
な
く
大

切

な
こ
と

だ
と
。

コ

ピ
上
フ
イ

タ
ー
の
松
井
貴

代

さ
ん
が
、
「
首
相
が
女
性

で

あ
る
こ
と

を
男
性
の
タ
ク

シ

ー
ド
ラ
イ

バ
ー
が
誇
り

に

思

う
ほ
ど
の

国
」
と
紹
介
。

で

も
女
性

が
政
治
経
済
の
ト

ッ

プ
を
占
め
て

も
、
大
学
内

圈

口

冷

咽

正
月
の
お

節
料
理
に

欠

か

せ

な

い
「
栗

き

ん

と

ヱ

ン

ジ

ヨ

‘ｆ
」

ｙ

ｙ

ん
」
。栗
の
甘
露

煮
と
サ
ツ

マ
イ
モ

の
き
ん
と
ん
（

金

団
）
を

合
わ
せ
た
も
の
で

す

。
今
回
は

、
こ
れ

を
ア

レ
ン

ジ
し
た

、
リ
ン

ゴ
と

サ
ツ

マ
イ
モ

を
練
り
上

げ

た
お
や
つ
で

す
。

こ

れ
か
ら
は
紅
玉
リ
ン

ゴ
が
出
回
る
季

節
。
リ
ン

ゴ
の
酸
味
と
サ
ツ
マ
イ
モ

の
甘
さ

が
囗
の
中
で
ほ

ど

よ
く
溶
け
合
う
お
菓
子

。

リ
ン

ゴ
に
似
せ
て
型
取

っ

た
の
で

、
ポ
ン
ム
と
名
付

に

は
『
首
相
は
女
性
だ
が

、

去
だ
ま

だ
女
性
は
差
別
さ
れ

て
い

る
』
と
い

う
ス
テ

ッ
カ

ー
が
貼
ら
れ
、
Ｄ
Ｖ

も
あ
る

と
い

う
。
シ
ェ
ル

タ
ー
の
運

営
は

、
日

本
の
よ

う
に
自
治

体
職

員
で

は
な
く
、
専
門
的

最

終

回
（
1
0
月

１１
一
日

）

は

、
日

本
で

「
フ

リ

ー

ク

の

窓

か

ら

見

え

た

も

の

」

と

題

し

て

、「

豊

中
フ

リ

ー

ク

」（

元

祖

女

性

セ

ン

タ

ー

と

も
い

え

る

喫

茶

店

）
の

和

田

明

子

さ

ん

と

、
三

木
草

子
（
『
資

料

日

本

ウ

ー
マ

ン

ー
リ

ブ

史

』

編

「
女
は
こ

う
あ
る
べ
き
」

と
い

っ
た
性
差
別

社
会
に
Ｎ

Ｏ
Ｉ

を
言

う
た
め
に

、
女

た

ち
は
自
分
た
ち
の

言
葉
で

言

い

た

い
こ

と

を

書
い

て

き

た

。
か
ら
だ

ご
と

自
分
の

た

め
に
私
を
生
き
る
た
め
に

、

自
分
を
変
え

、
女
と
女

、
女

と
男

、
女
と
子
ど
も
の
関

係

を
変
え

、
女
と
仕

事
の

仕
方

を
変
え
た

。
女
た
ち
は
言

葉

を
作
り

、
女
の
文
化

を
創
っ

た

の

だ
。
7
0年

代

の

リ

ブ

け
ま
し
た

。

サ
ツ
マ
イ
モ
の

黄
色
を

よ

り

鮮

や

か

に

す

る

に

は

、
ク
チ
ナ
シ
の

実
と
同

じ
着
色
作
用
の
タ

ー
メ
リ

ッ
ク
を
使
い
ま
す

。
リ
ン

ゴ
の
味
を
引
き
立
て

る
た

め
に

、
シ
ナ
モ

ン
よ
り
も

上
品
で

甘
い
香
り
の
カ
ル

ダ
モ
ン

を
使
い
ま
し
た

。

こ

の
ス

パ
イ
ス
は

、
紅
茶

や
ホ
ッ
ト
ミ
ル

ク
な

ど
に

加
え
る
と

、
牛
乳
臭

さ
を

抑
制
し
ま
す

。

詛

錣

【
作
り
方
】

な
訓

練
を
受
け
た
女
性
た
ち

が
担
当
し

、
財
政
は
、
国
。

女

性
た

ち
が
必
要

だ
と
要
求

し

実

現

し

た

シ

ェ

ル

タ

ー

で

、
建
物
だ
け
で

は
、
女
性

の
た
め
の

活
動

は
で

き
な
い

と
い
う

見
本
だ
。

纂
）

が
ト

ー
ク

。
女
性
解
放

の
世
界
的

な
動

き
を
日

本
の

リ

ブ
た
ち
は

担
い

、
女

の
自

由
と
平
等
の
た
め
に
闘

っ
て

き
た
女
た
ち

が
い
た
・：
と
し

ば
し
ば
過

去
形
で

語
ら

れ
る

が

、
今
も
健
在
で

あ
る
こ

と

を
実
感
し
た

。

は

、
新
し
い
価

値
観
で

、
女

の
自
由
と
女
の
平

等
を
悪

戦

苦
闘
し

な

が
ら
実

態
の

あ
る

も

の

と

し

、
そ

れ

は

、
ビ

ラ

、
ミ

ニ
コ
ミ

、
パ
ン
フ

、

ス

ペ
ー
ス

活
動
、
映
画
上
映

会
、
コ
ン
サ

ー
ト

、
展
覧
会

と
し
て

実
現
し
て
い

る

。

国

連
が
国

際
女
性
年
の
会

議
を

開
き
、
女

性
差
別
撤
廃

条
約
批

准
の
力

と
な
っ
た
の

は

、
世

界
の
女

性
解
放
運
動

が

あ

っ
た

か

ら

。
日

本
で

も

、
市
町

村
レ

ベ
ル

ま
で

女

性
差
別
は

許
さ
れ
な
い

と
い

う
こ
と

が
浸

透
し
て
い

く
段

階
に
な

っ
た

。
こ
の

世
界
的

な

動

き

に

反

対

す

る

勢

力

に

、
怖
れ
を
な
し
て
い

る
自

治
体
も
あ
る
と
聞

く
が
、
女

性
解
放
の
動
き
は
止
め

ら
れ

な
い

。
よ
う
や

く
、
女
の

自
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丶
－

１
Ｉ
　
　

―
　

｝
　
　

－`

″
く

｜

厠１
－

己

主

張

が

わ

が

ま

ま

で

は

な

作―

く

、
当
た
り
前
の
女
の

自
己

主
張
と
な
る
だ
ろ

う
。
私
か

大
事

、
私
を
生
き
よ

う
！

塩
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

一
自
然
塩
で
も
、
ニ
ガ

リ
が
多
す
ぎ
る
と
健
康
に
い

け
な
い

、
適
度
が
い
い

と
言
わ
れ
ま
す
。
ニ
ガ

リ
を
つ
か
う
豆
腐
な
ど

は
ど
ラ

な
る
の
で
し
ょ

う
か
？

Ａ

一
ニ
ガ
リ
の

主
成

分
は
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
で

す
。
そ
の
強
い
凝

固
力
を
利
用
し
豆
腐
を

つ
く
り
ま
す
。
豆
腐
が

で
き
あ
が
っ
た
あ
と
、

き
れ
い
な
水
に
豆
腐
を

つ
け
て
い
る
の

を
ご
存

知
で
し
ょ
う
？
豆
腐
に

凝
固
さ
せ
た
あ
と
の
余

ム

軽
合

金
（
ジ

ュ
ラ
ル

ミ

ン
）
用
の

マ

グ
ネ
シ

ウ
ム

を
、
資
源
の
な
い
日
本
は
二

ガ
リ
か
ら
と
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
ニ
ガ
リ
不
足
で

、

や
む
な
く
代
替
の
ス
マ
シ
コ

を
豆
腐
の
凝
固
剤
に
使
い
ま

し
た
。
ス
マ
シ
コ
は
硫
酸
カ

ル

シ
ウ
ム

宕

膏
）
で
、
水

に
溶
け
ま
せ
ん
。
し
か

リは適度 ？豆腐のニガ

分
の
ニ
ガ
リ
は
水
の
中
に
溶

け
て
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ニ
ガ
リ
が
多
す
ぎ
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
豆
腐
と
い
え
ば
二

ガ
リ
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
今
、
本
当
の
ニ
ガ
リ
を

使
っ
て
い
る
豆
腐
は
実
は
少

な
い
の
で
す
。
戦
争
中
、
航

Ｅ

空

機

体

に

使

う

マ

ク

ネ

シ

ウ

ー
－‐尸

！

―

＝・
ｌ

ｌ

・
！

＝
Ｉ

～

－一一
’
＝
＝
！

・
―

・
・

「
与

党
３

党

の

修

正

案

は
、
小
手
先
の
目
く
ら
ま
し

て

あ
る
。
法
務
省
の
外

局
と

し
て

人
権
委
員
会
を
設
置
す

る
の
で

は
、
委
員
会
の
独
立

し

、
ス

マ
シ
コ

を

使
う

と
豆

腐
が
っ

く
り

や
す

く
（

ニ
ガ
リ
で

豆

腐
を

う
ま

く
つ
く

る
に

は

、

技
術

が
い

る

）
、
戦

後
も

そ
の

ま
ま
定

着
し
て

し

ま
い

ま
し

た

。
ス

マ
シ

コ

の

豆
腐
し
か

知

ら
な

い

方

が
多
い
と

思
い

ま

す

。
本
当
の

ニ

ガ
リ

を

つ
か

っ
た
豆

腐
と

食

べ

比

べ
て

く
だ

さ
い

。
歴

然
と

味
の

差

が
分
か

る

と

思
い

ま
す

。
（

回
答

・

伯
方
塩

業
株
式

会
社
）

はかた
提 伯 方 塩 業 株 式 会 社

供E-mail
 info@hakatanoshio.co.jp

http://ｗｗｗ.hakatanoshio.ｃｏ.jp

性
は
保
て

な
い
。
公
権
力
に

よ

る
人
権
侵
害
を
無
視
し
た

こ
の

法
案
の
根
本
的
な
欠
陥

を
如

実
に
示
す
も
の
」
と
言

っ
て
い

る
。

サ ツ マ イ モ　　　　　　　150 g

リン ゴ　　　　　　　　　 垢個

レ モ ン 汁　　　　　　 小 さ じ ２

グ ラ ニ ュ ー 糖　　　　　　70g

タ ーメ リ ッ ク　　　　 ノ」､ヽさ じ 仇

カ ル ダ モ ン　　　　 小 さ じ 凭弱

【芯 】

ニ ン ジ ン （芯 ） ３ ‰角 棒 状 適 宜

小手先修正はダメ！

日

本

ジ

ャ

に

体

Ｉ

ナ

リ

ス

ト

！■
1
1
1
1
1
　
　
I

■

人権擁護法案
団

会
議
、
日
本

５

ペ
ン

ク
ラ

ミ

ブ
、
民
放
労

マ ス コ

連
な
ど
マ
ス

コ
ミ
関

係
５

団
体
は

、
前

国
会
で

継
続

審
議
に

な
っ
た
人
権
擁

護
法

案
に
つ
い
て

、
1
0月
2
1囗

、

声
明

を
発
表
し

た

。

1
1月
1
1日
「
チ
ー
ズ
の
日
」

伊
・
チ
ー
ズ
三
昧
は
い
か
が
？

Ｈ

月

１１
一
日

は

、
千

・‐
ズ
の
　

ん
で

み

ま

せ

ん

か
？

日

。
イ

タ
リ
ア

の
Ｄ
Ｏ

Ｐ
チ

ー
ズ
を
ワ

イ
ン

と
共
に

楽
し

リ
ン
ゴ
の
酸
味
合
わ
せ
た
菓
子

①
サ
ツ
マ
イ
モ

は
Ｉ
セ

ン

チ
の
輪
切
り
に
し

、
厚

く
皮
を
む
き
水
に

さ
ら
し

て

お
く

。

②
錮
に
芋
を
入

れ
、
ひ

た
ひ
た
の
水

、
タ
ー
メ
リ

ッ
ク
を
加
え
て
や

わ
ら
か

く
な
る
ま
で
ゆ
で
る

。

③
リ

ン

ゴ

は

芯

を

取

り

、
皮
つ
き
の
ま
ま
イ
チ

ョ
ウ
切
り
に
す
る

。

④
鍋
に

、
リ
ン

ゴ
、
ク

ラ

ニ
ュ
ー
糖

、
カ
ル

ダ
モ

ン

を
加
え
て
煮

、
水
分

が

出
て

き
た
ら

、
芋
と
レ
モ

ン

汁
を
加
え
て
煮
な

が
ら

練
り
上

げ
る

。

⑤
④
を
冷
ま
し

、
Ｉ

個

3
0～
4
0
グ
ラ
ム
に
分
け

、

形

を
整
え
て

、
人
参
の
芯

を
つ
け
る

。

（
資
料
提

供
ラ

イ
オ
ン

家
庭
科
学
研
究
所
／

料
理

指
導
・
園
田
匕

口
子
）

チ

ー
ズ
の
プ
ロ
認
定
・
育

成
を
行
っ
て

い
る
「
チ

ー
ズ

プ
ロ

フ

ェ
ッ

シ

ョ

ナ

ル

協

会
」
で

は
、
牝
日
本
ソ

ム
リ

エ
協

会
の

後
援
を
受
け

、マイ タ リ ア 人 も な 力ヽ な 力 食ヽ べ らｵ１な い チ ー ズ` が

ク
リ
ア
Ｄ
Ｏ
Ｐ
チ

ー

ズ
3
0種

類
を
食
べ
尽
く
す
会
」
を

、

ヒ
ル
ト
ン

恵

只
ホ
テ
ル
（

地

・
西

新

宿

駅
２

分
）
で

開

Ｄ
Ｏ
Ｐ
と
は

、
イ

タ
リ
ア

の

優
れ
た
農
産
物
の

品
質
保

証

を
し

原
産
地

名
を
保
護
す

る
制

度
。
こ

れ
ら
の
チ

ー

ズ

を
一
同
に

集
め

、
イ

タ
リ
ア

産
ワ
イ
ン
と
一

緒
に

試
食

、

セ

ミ

ナ

ー

も

行

う

。
講

師

は

、
本
間
る
み
子

さ
ん
、
富

永
純
子

さ
ん

。

試

食
会
は

、
1
4時
か
ら
1
6

時
3
0分

、
1
8時
か
ら
2
0
時
ま

で

の
２
回

。
5
0
0
0

円
。

セ
ミ
ナ

ー
2
0
0
0

円

。

問
い

合
わ
せ
＝
・
同

篦

茹

0
3・
３
４
９
８

・
2
6
1
0

〈

一
雌
・
お
一一
ま

瀲

奮

然

裟

一
大
一一一

開

催

中

▼
2
0
0
2

年

市

川

房

枝

記

念

会

バ

ザ

ー

1
1
1
1

一
月

１

日

㈲

ま
で
　

Ｈ
一
時

～
1
6
時

婦

選

会

館

（

新

宿

駅

南

口
７

分

）
　
食

料

品

、
日

用

雑

貨

、

靴

な

ど
　

入

場

無

料
　

問

合
せ

…

同

実

行

蠹

－

0
3・
３

３

７

０

・
０

２

３
（
Ｍ
）

▼

歌
え

、

悲
し

み

の

深

き

淵
よ

り

Ｈ

月

３

日

㈲

ま
で
　

紀

伊

國

屋

サ

ザ
ン

シ
ア

タ

ー

（
Ｊ

Ｒ

・

新

宿
駅

新

南

口

）
　

作

・
：
ロ

バ

ー
ト

ー
ア

ン

ダ

ー
ソ

ン

、
訳

・
演

出
・
・
米

村

光

一

、
出

演
・・
・
近
石

真

介

、

中

村

彰

男

ほ

か
　

息
子

と

父

親

の

関

係

に

つ

い

て

考

え

る

5
5
0
0

円
　

申
込

み

・

問

合

せ
・
：
地

人

ふ
茹
0
3

・
３

３

５

４

・

１

２

７

Ｑ

）

1
0
　月

▼

絵
画
と
ふ

れ
あ
う
時

3
0日
困
1
8時
3
0分
　

ポ
ー
‘

ラ
　

ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
　

ア
ネ

ッ
ク
ス
（
東
京

・
銀
座
）

中

村

吉

衛

門
（

歌

舞

伎

役

者
）
、植
木
浩
（

ポ
上

フ
美
術

館
館
長

）
、後
藤
美
代
子
（
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）
　
　
1

0
0
0

円

要

申
込
み

水

上

フ
文
化
研
究
所
＝
合
0
3
・

３
５
６

４
・
３
６
５
り
Ｕ


